
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
オ
ペ
ラ

〈
魔
笛
》

の
台
本
と
音
楽
に
関
す
る

考
察

|
|
フ
リ
l
メ
1
ソ
ン
思
想
と
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
理
想
|
|

は
じ
め
に

モーツアルトのオペラ〈魔笛〉の台本と音楽に関する一考察

〈
魔
笛
〉
は
、

ヴ
オ
ル
フ
ガ
ン
グ
・
ア
マ
デ
ウ
ス
・
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト

(当
o-荷
釦
口
問
〉
包
白
色
。

E
冨
。

Nm円
件
当
m
0
・弓
m
E
H
)

の
最
晩
年
の
オ
ペ
ラ
で
あ

(
歌
芝
居
)

り
、
ド
イ
ツ
の
民
俗
劇
で
あ
る
ジ
ン
グ
シ
ユ
ピ

1
ル

の
ジ
ャ
ン
ル

に
入
る
全
2
幕
(
一
幕
一
九
場
、
二
幕
三

O
場
)

の
作
品
で
あ
る
。
台
本
は
エ

マ
ヌ
エ
ル
・
シ
カ
ネ

1
ダ

l
(回
g
m
H
E
m
-
m
n
E
w
mロO
品
。
円

H
4
2

ム∞
H
N
)

に

よ
っ
て
書
か
れ
て
お
り
、
二
人
は
綿
密
な
共
同
作
業
に
よ
り
創
作
を
進
め
た
。

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
と
シ
カ
ネ
l
ダ
l
は
共
に
当
時
の
知
識
層
の
多
く
が
所
属
す
る

フ
リ
l
メ
l
ソ
ン
の
会
員
で
あ
っ
た
。
フ
リ
I
メ
l
ソ
ン
と
は
、

一
人
世
紀
の

啓
蒙
主
義
精
神
か
ら
生
ま
れ
た
、
自
由
、
平
等
、
博
愛
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
す
る

友
愛
的
な
社
会
の
確
立
を
目
指
す
も
の
で
、
こ
の
頃
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る
フ
リ

ー
メ

l
ソ
ン
運
動
は
、

ほ
と
ん
ど
「
啓
蒙
主
義
(
暗
闇
に
光
を
当
て
る
こ
と

同
義
の
も
の
と
し
て
受
け
と
め
ら
れ
て
い
た
。
「
啓
蒙
主
義
」
は
、
自
然
科
学

新

江

郁

栄

に
結
実
し
た
合
理
的
な
態
度
に
よ
り
、
全
て
の
制
度
や
慣
習
の
中
に
あ
る
非
合

理
的
な
も
の
、
蒙
昧
な
も
の
を
批
判
し
、
人
間
の
理
性
の
光
に
よ
り
人
類
の
進

む
べ
き
路
を
照
ら
し
出
そ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

〈
魔
笛
〉
は
フ
リ
l
メ
l
ソ
ン
と
の
関
係
が
よ
く
言
わ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
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り
、
既
に
音
楽
と
フ
リ
l
メ
l
ソ
ン
と
の
関
係
を
示
し
た
ジ
ヤ
ツ
ク
・
シ
ヤ
イ

ェ
、
又
は
キ
ャ
サ
リ
ン
・
ト
ム
ソ
ン
、
パ
ウ
ル
・
ネ
ッ
ト
ル
の
詳
細
な
研
究
等

も
な
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
〈
魔
笛
〉
の
内
容
の
中
に
み
ら
れ
る
、

フ
リ

l
メ

ー
ソ
ン
の
考
え
と
相
異
し
た
箇
所
に
こ
そ
、

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
本
質
的
な
考
え

方
、
理
想
が
開
示
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、

グヘ
魔

笛
〉
に
見
ら
れ
る
フ
リ
l
メ
l
ソ
ン
と
の
関
係
を
台
本
と
音
楽
の
面
か
ら
考
察

し
、
更
に
フ
リ
l
メ
l
ソ
ン
と
の
相
異
箇
所
に
つ
い
て
の
考
察
を
行
っ
た
上
で
、

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
が
そ
の
箇
所
に
お
い
て
意
図
し
た
も
の
を
具
体
的
に
実
証
、
論

考
し
て
い
く
も
の
で
あ
る
。
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《
魔
箇
》
に
つ
い
て

(1) 
《
魔
笛
〉
成
立
ま
で

〈
魔
笛
〉
の
台
本
作
者
シ
カ
ネ
l
ダ
l
は
、
俳
優
、
演
出
家
、
興
行
師
、
台

本
も
手
が
け
る
生
粋
の
演
劇
人
で
あ
っ
た
。
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
が
シ
カ
ネ
l
ダ

l

と
知
り
合
っ
た
の
は
、

一
七
八

O
年、

一
座
を
率
い
て
シ
カ
ネ
l
ダ
l
が
ザ
ル

ツ
ブ
ル
ク
で
公
演
し
た
際
で
、
二
人
は
〈
エ
ジ
プ
ト
王
タ
モ
ス
〉
と
い
う
〈
魔

笛
〉
に
類
似
し
た
作
品
の
舞
台
化
を
考
え
た
が
、
そ
の
作
品
は
未
完
に
終
わ
っ

て
い
る
。
そ
し
て
一
七
九
一
年
に
至
り
、
オ
ペ
ラ
〈
魔
笛
〉
と
し
て
二
人
の
共

作
は
結
実
さ
れ
る
事
と
な
る
。

〈
エ
ジ
プ
ト
王
タ
モ
ス
〉
は
、
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
フ
ォ
ン
・
ゲ
l
ブ
ラ
l
男
爵

作
の
劇
で
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
は
一
七
七
三
年
に
合
唱
曲
と
間
奏
曲
を
書
き
、

七
七
九
年
に
も
こ
の
作
品
の
改
作
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
ゲ
l
ブ
ラ
l
は
レ
ツ

シ
ン
グ
や
啓
蒙
主
義
小
説
家
ヴ
ィ
l
ラ
ン
ト
の
友
人
で
あ
り
、
又
フ
リ
l
メ
l

ソ
ン
で
あ
っ
た
。
こ
の
作
品
に
み
ら
れ
る
道
徳
的
意
図
は
人
道
主
義
的
な
考
え

を
既
に
持
っ
て
い
た
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
に
は
、
訴
え
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
と
思
わ

れ
る
。
彼
は
こ
の
作
品
の
音
楽
で
、
啓
蒙
思
想
と
自
己
と
の
関
係
を
明
ら
か
に

し
た
。

つ
ま
り
、
こ
の
作
品
の
音
楽
に
感
じ
ら
れ
る
説
得
力
、
感
情
の
深
み
、

〈
魔
笛
〉
の
音
楽
を
先
取
り
し
た
豊
か
な
表
現
等
か
ら
、
彼
が
既
に
啓
蒙
思
想

を
体
得
し
て
い
た
と
充
分
に
推
測
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。

〈
エ
ジ
プ
ト
王
タ
モ

ス
〉
の
直
接
的
な
典
拠
の
一
つ
は
〈
魔
笛
〉
と
同
じ
く
、
ジ
ヤ
ン
・
テ
ラ
ソ
ン

神
父
の
小
説
〈
セ
ト
ス
〉
で
、
主
題
は
普
と
悪
の
、
光
明
と
暗
閣
の
葛
藤
で
あ

り
、
啓
蒙
君
主
に
体
現
さ
れ
る
徳
の
勝
利
に
あ
る
。
舞
台
は
エ
ジ
プ
ト
の
ヘ
リ

〈
魔
笛
〉
に
み
ら
れ
る
オ
シ
リ
ス
・
イ
シ
ス

密
儀
の
起
源
も
古
代
エ
ジ
プ
ト
の
密
儀
に
あ
る
と
さ
れ
る
が
故
に
、
モ
ー
ツ
ァ

ル
ト
研
究
者
達
は
こ
の
作
品
と
〈
魔
笛
〉
と
の
繋
が
り
を
指
摘
し
て
い
る
。

オ
ポ
リ
ス
の
太
陽
神
殿
で
あ
り
、

〈
エ
ジ
プ
ト
王
タ
モ
ス
〉
に
み
ら
れ
る
慈
悲
と
寛
容
の
精
神
は
フ
リ
l
メ
l
ソ

ン
の
思
想
で
あ
り
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
幾
つ
か
の
オ
ペ
ラ
l

〈
ツ
ア
イ
l
デ
〉
、

〈
後
宮
か
ら
の
誘
拐
〉
、

〈
皇
帝
テ
ィ
ト
ゥ
ス
の
慈
悲
〉
、

〈
魔
笛
〉
ー
で
も

示
さ
れ
て
い
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
も
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
が
既
に
十
代
か
ら
、

エ
ジ
プ
ト
の
太
陽
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神
殿
を
舞
台
と
す
る
劇
に
親
し
み
、
太
陽
神
の
光
り
輝
く
世
界
に
賛
歌
を
捧
げ
、

早
く
も
フ
リ
l
メ
I
ソ
ン
の
色
調
を
偲
ば
せ
て
い
た
と
考
え
る
事
も
出
来
る
で

あ
ろ
う
。

一
七
八
九
年
六
月
、
ヴ
ィ
l
デ
ン
の
フ
ラ
イ
ハ
ウ
ス
劇
場
の
劇
場
主
と
し
て

ウ
ィ
ー
ン
に
戻
っ
て
き
た
シ
カ
ネ
l
ダ

l
は
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
と
再
会
し
、

ウ
イ

-
ン
を
舞
台
に
ジ
ン
グ
シ
ユ
ピ

l
ル
と
ド
イ
ツ
・
オ
ペ
ラ
を
上
演
し
始
め
る
。

当
時
の
ウ
ィ
ー
ン
で
は
童
話
や
魔
法
物
の
題
材
に
人
気
が
あ
り
、
ヴ
ィ
l
ラ
ン

ト
の
童
話
集
〈
ジ
ニ
ス
タ
ン
〉
を
種
本
と
す
る
事
が
多
か
っ
た
。

〈
ジ
ニ
ス
タ

ン
〉
で
は
、
試
練
の
克
服
と
い
う
内
容
が
多
く
み
ら
れ
、
ヴ
ィ

l
ラ
ン
ト
自
身

は
試
練
と
い
う
主
題
を
小
説
〈
セ
ト
ス
〉
か
ら
取
っ
て
い
る
。

〈
セ
ト
ス
〉
は



フ
リ
l
メ
l
ソ
ン
の
中
で
愛
読
さ
れ
て
い
た
書
籍
で
あ
り
、

フ
リ
l
メ
l
ソ
ン

結
社
の
中
で
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
た
。
そ
れ
は
フ
リ
1
メ
l
ソ
ン
の
起
源

を
エ
ジ
プ
ト
の
秘
儀
と
し
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
物
語
を
通
し
て
、

J¥ 

世
紀
全
体
を
通
じ
て
、

フ
リ
l
メ
l
ソ
ン
と
エ
ジ
プ
ト
と
の
関
係
が
強
調
さ
れ

て
い
る
。

シ
カ
ネ
l
ダ
l
は、

一
七
九
一
年
春
に
、

〈
ジ
ニ
ス
タ
ン
〉
の
第
三
巻
か
ら

の
〈
ル
ル
ま
た
は
魔
笛
〉
を
題
材
と
し
て
オ
ペ
ラ
を
書
い
て
欲
し
い
と
モ

l
ツ

ア
ル
ト
に
頼
ん
だ
ら
し
い
。
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
は
承
諾
し
作
曲
を
始
め
る
が
、
シ

モーツアル卜のオペラ〈鹿箇〉の台本と音楽に関する一考察

カ
ネ

1
ダ

1
の
競
争
相
手
の
レ
オ
ボ
ル
ト
劇
場
が
〈
魔
笛
〉
の
プ
ラ
ン
に
酷
似

し
た
オ
ペ
ラ
を
成
功
さ
せ
た
た
め
、
や
む
を
え
ず
筋
書
き
を
変
更
し
、

フ
リ
ー

メ
l
ソ
ン
の
儀
式
を
オ
ペ
ラ
に
取
り
入
れ
た
。
そ
の
際
、
第
一
幕
フ
ィ
ナ
ー
レ

ま
で
進
ん
で
い
た
も
の
を
そ
の
ま
ま
残
し
た
た
め
、
筋
書
き
に
は
大
き
な
矛
盾

が
み
ら
れ
る
と
い
う
の
が
一
般
的
な
解
釈
で
あ
っ
た
。
し
か
し
近
年
で
は
、
筋

書
き
の
大
逆
転
は
最
初
か
ら
意
図
的
に
考
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
何
ら
矛
盾

は
な
い
と
す
る
考
え
も
あ
る
。

物
語
は
第
一
幕
で
の
良
い
女
王
と
悪
い
ザ
ラ
ス
ト
ロ
と
い
う
単
純
な
童
話

が
、
不
意
に
そ
の
正
反
対
の
悪
い
女
王
と
良
い
ザ
ラ
ス
ト
ロ
に
転
換
し
、
二
人

の
象
徴
的
意
味
が
全
く
変
わ
っ
て
く
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
多
く
の
議
論
が

な
さ
れ
て
き
た
と
こ
ろ
だ
が
、
こ
の
音
楽
の
力
に
よ
る
魔
法
の
救
出
劇
の
中
に
、

当
時
弾
圧
の
厳
し
か
っ
た
フ
リ
l
メ
l
ソ
ン
の
思
想
を
盛
り
込
み
た
い
と
考
え

た
な
ら
ば
、
む
し
ろ
当
然
の
展
開
で
あ
り
、
そ
の
展
開
に
、
よ
り
良
い
人
類
の

夜
明
け
を
感
じ
る
べ
き
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
て
様
々
な
要
因
が
混
合
さ

れ
た
内
容
は
、
当
時
人
気
の
メ
ル
ヘ
ン
的
魔
法
劇
か
ら
フ
リ
l
メ
l
ソ
ン
の
哲

学
的
内
容
へ
の
展
開
を
持
つ
オ
ペ
ラ
と
し
て
成
立
す
る
こ
と
と
な
る
。

(
2
)
「
魔
法
の
笛
」

「
魔
法
の
鈴
」

こ
の
オ
ペ
ラ
で
重
要
な
役
割
を
持
ち
、
タ
イ
ト
ル
に
も
な
っ
て
い
る
「
魔
法

の
笛
」
の
象
徴
的
な
意
味
を
考
察
し
て
み
る
。

第
一
幕
で
パ
ミ
l
ナ
の
救
出
に
向
か
う
タ
ミ
l
ノ
に
夜
の
女
王
は
魔
法
の
笛

を
授
け
る
。
侍
女
た
ち
は
言
う
。
「
こ
の
笛
は
何
で
も
出
来
ま
す
。
(
中
略
)
貴

方
を
守
り
ま
す
。
人
の
心
も
変
え
ら
れ
ま
す
。
そ
し
て
黄
金
や
王
冠
よ
り
も
価

値
が
あ
り
ま
す
。
(
第
一
幕
第
八
場
こ
物
語
も
終
り
に
近
づ
き
、
〈
火
と
水
の
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試
練
〉
を
受
け
よ
う
と
す
る
タ
ミ

I
ノ
と
パ
ミ
l
ナ
は
言
う
。
「
私
達
は
音
楽

の
力
に
よ
っ
て
進
ん
で
い
く
。
死
の
暗
い
夜
を
突
き
抜
け
て
楽
し
く
!
(
第
二

幕
第
二
入
場
こ

以
上
の
台
詞
か
ら
「
魔
笛
」
は
、
オ
ル
ペ
ウ
ス
の
竪
琴
の
如
く
、
音
楽
の
不

思
議
な
力
の
象
徴
と
解
す
事
が
出
来
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
又
パ
ミ
l
ナ
と

パ
パ
ゲ
l
ノ
が
モ
ノ
ス
タ
ト
ス
に
捕
ま
え
ら
れ
そ
う
に
な
っ
た
時
、
パ
パ
ゲ
l

ノ
が
侍
女
か
ら
与
え
ら
れ
た
鈴
を
鳴
ら
す
と
、

モ
ノ
ス
タ
ト
ス
と
奴
隷
達
は

「
素
晴
ら
し
い
響
き
だ
。
き
れ
い
な
響
き
だ
。
」
と
言
っ
て
、
二
人
を
捕
ら
え
る

代
わ
り
に
、
踊
り
な
が
ら
去
っ
て
行
く
。
パ
ミ
l
ナ
と
パ
パ
ゲ
l
ノ
は
「
立
派

な
人
が
こ
の
鈴
を
持
て
ば
敵
は
苦
も
な
く
い
な
く
な
っ
て
し
ま
う
、
そ
し
て
敵
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を
持
た
ず
に
暮
し
て
い
け
る
、
こ
の
上
も
な
い
和
合
の
中
に
。
(
第
一
幕
第
一

七
場
)
」
と
歌
う
。
聖
書
や
古
典
に
も
、
音
楽
は
人
間
の
魂
の
調
和
に
働
き
か

け
、
情
緒
的
な
効
果
を
示
す
例
が
多
く
見
ら
れ
る
。
音
楽
の
力
は
偉
大
で
あ
り
、

不
可
能
な
事
を
成
し
遂
げ
、
反
対
物
を
統
合
さ
せ
る
。
古
代
ピ
ユ
タ
ゴ
ラ
ス
派

の
人
々
は
音
楽
を
反
対
物
の
適
切
な
合
成
、
多
の
統
一
、
相
異
の
一
致
と
定
義

し
、
ま
た
万
物
の
一
致
お
よ
び
宇
宙
の
最
上
の
支
配
は
音
楽
に
こ
そ
あ
る
と
し

て
い
る
。
故
に
反
対
物
を
統
合
し
統
一
性
を
生
む
宇
宙
的
な
力
と
し
て
、
音
楽

を
理
解
す
る
事
も
出
来
る
で
あ
ろ
う
。

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
は
若
干
一
五
歳
で
〈
シ
ピ
オ
l
ネ
の
夢
〉
な
る
舞
台
作
品
を

作
曲
し
た
。
こ
れ
は
プ
ラ
ト
ン
の
『
国
家
篇
』
を
モ
デ
ル
に
、
キ
ケ
ロ
が
書
い

た
『
国
家
篇
」

(
第
六
巻
)
に
収
め
ら
れ
た
〈
ス
キ
ピ
オ
の
夢
〉
か
ら
、
歌
劇

詩
人
ピ
エ
ト
ロ
・
メ
タ
ス
タ
l
ジ
オ
が
キ
ケ
ロ
の
思
想
(
政
治
・
国
家
思
想
)

を
台
本
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
ス
キ
ピ
オ
は
、
夢
の
中
で
自
分
に
二
者
選
択
を

迫
る
〈
永
続
性
〉
の
女
神
と
〈
偉
倖
〉
の
女
神
に
宇
宙
の
中
心
へ
と
導
か
れ
て
、

無
限
に
広
が
る
宇
宙
と
、
天
体
の
運
行
の
壮
大
な
光
景
と
、
そ
こ
か
ら
〈
妙
に

鳴
り
響
く
楽
の
音
〉
を
目
の
当
た
り
に
し
、
か
つ
聴
く
。
彼
は
地
上
の
人
間
に

は
見
る
事
も
聴
く
事
も
出
来
な
い
宇
宙
の
調
和
、
す
な
わ
ち
宇
宙
の
音
楽
に
触

れ
、
又
先
祖
達
と
会
い
、
現
世
に
お
け
る
徳
性
や
魂
の
不
死
生
、
祖
国
愛
の
大

切
さ
、
人
間
の
卑
小
さ
と
い
っ
た
哲
学
的
命
題
と
の
対
決
を
迫
ら
れ
、
そ
の
結

果
〈
永
続
性
〉
、
す
な
わ
ち
倫
理
、
道
徳
と
い
う
魂
の
調
和
の
と
れ
た
在
り
方
、

あ
る
い
は
調
和
の
と
れ
た
世
界
を
選
択
す
る
に
至
る
。
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
が
〈
シ

ピ
オ
l
ネ
の
夢
〉
の
作
曲
に
際
し
、
〈
宇
宙
の
音
楽
〉
(
自
己
包

g
Bロ
ロ
旨
ロ
釦
)

の
存
在
を
識
り
、
そ
し
て
彼
の
徳
性
や
倫
理
的
な
価
値
観
は
〈
人
間
の
音
楽
〉

(自信田山

S
Fロ
目
白

M
m
)

と
し
て
、
そ
の
後
の
オ
ペ
ラ
の
登
場
人
物
の
中
に
描
か

れ
た
と
す
れ
ば
、

〈
魔
笛
〉
の
中
に
も
そ
う
し
た
価
値
観
が
色
濃
く
注
が
れ
て

い
る
と
い
う
事
は
大
い
に
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

「
魔
法
の
笛
」
の
素
性
は
〈
火
と
水
の
試
練
〉
に
向
か
お
う
と
す
る
時
、
パ

ミ
l
ナ
か
ら
語
ら
れ
る
。
「
そ
の
笛
は
魔
法
の
時
に
、
私
の
お
父
様
が
深
い
ふ

か
い
理
由
か
ら
、
稲
妻
と
雷
鳴
、
暴
風
雨
の
時
に
、
千
年
の
樫
の
樹
か
ら
刻
ん

だ
も
の
で
す
。
(
第
二
幕
第
二
八
場
こ
パ
ミ

1
ナ
の
父
に
つ
い
て
は
、
夜
の
女

王
が
パ
ミ

l
ナ
に
語
っ
て
い
る
。
「
お
父
様
は
ご
自
分
か
ら
七
重
の
太
陽
の
楯

を
神
に
仕
え
る
人
た
ち
に
渡
し
て
し
ま
わ
れ
ま
し
た
。
今
ザ
ラ
ス
ト
ロ
は
こ
の
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偉
大
な
太
陽
の
楯
を
胸
に
抱
い
て
い
る
の
で
す
。
(
第
二
幕
第
入
場
)
」
つ
ま
り

こ
の
楽
器
は
、
夜
の
女
王
の
も
の
で
は
無
く
、
彼
女
の
夫
で
太
陽
の
世
界
の
支

配
者
が
作
っ
た
も
の
で
あ
る
。
ザ
ラ
ス
ト
ロ
は
こ
の
太
陽
の
支
配
権
を
夜
の
女

王
の
夫
か
ら
引
き
継
い
だ
。
故
に
「
魔
笛
」
は
太
古
の

ρ

叡
智
μ

の
遺
産
と
し

て
譲
り
受
け
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。
従
っ
て
「
魔
笛
」
は
、

原
初
的
な
宇
宙
観
(
ピ
ユ
タ
ゴ
ラ
ス
|
プ
ラ
ト
ン
の
宇
宙
観
「
音
楽
は
天
体
の

ハ
ー
モ
ニ
ー
で
あ
り
、
又
こ
れ
に
呼
応
し
た
人
間
の
内
的
生
の
写
し
で
あ
る
」
)

の
中
で
理
解
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
「
魔
笛
」
は
、
吹
き
込
む
息

ρ

空
気
4

に

よ
っ
て
使
用
さ
れ
、
稲
妻
H

火
ヘ
雷
鳴

ρ
大
地
ヘ
暴
風
雨
グ
水
u

法
に
よ
っ
て
作
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
〈
四
大
元
素
〉

の
中
で
魔

の
調
和
的
結
合
と
は
宇
宙



で
あ
り
、
「
魔
法
の
笛
」
と
し
て
捉
え
る
事
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
更
に
そ
の

音
楽
と
は
、
あ
ら
ゆ
る
要
素
の
均
衡
の
取
れ
た
状
態
、
秩
序
の
あ
る
状
態
、
調

和
の
と
れ
た
状
態
に
あ
り
、
聴
く
者
の
魂
に
響
き
、
聴
く
者
の
心
ま
で
変
え
、

聴
く
者
を
統
一
す
る
力
を
有
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

つ
ま
り
、

モ
I
ツ
ア
ル

ト
は
〈
魔
笛
〉
の
調
和
的
な
音
楽
に
よ
っ
て
、

フ
リ
l
メ
l
ソ
ン
の
思
想
を
具

現
化
し
、
人
々
に
啓
蒙
主
義
へ
の
理
解
、
共
感
を
呼
起
こ
し
、
人
々
の
心
を
協

和
さ
せ
た
い
と
い
う
願
い
を
込
め
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
考
え
る
事
が
出

来
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
そ
の
台
本
と
音
楽
を
解
釈
し
て
み
る
。

モーツアルトのオペラ〈魔笛〉の台本と音楽に関する一考察
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《
魔
箇
》
の
台
本
と
音
楽

(
1
)
 
〈
魔
笛
〉
と
フ
リ
l
メ
l
ソ
ン

一
人
世
紀
の
時
代
精
神
を
導
い
て
ゆ
く
重
要
な
思
想
は
啓
蒙
主
義
で
あ
り
、

こ
れ
は
伝
統
的
な
権
威
や
啓
示
的
な
宗
教
を
無
知
・
迷
信
の
温
床
と
し
て
批
判

し
、
理
性
を
根
拠
と
す
る
理
神
論
・
自
然
宗
教
・
自
然
科
学
と
歩
調
を
合
わ
せ

て
展
開
さ
れ
た
。
啓
蒙
主
義
を
具
体
的
に
実
践
し
て
ゆ
く
場
を
提
供
し
た
の
が

フ
リ
l
メ
l
ソ
ン
で
、
生
れ
や
社
会
的
地
位
に
関
わ
り
無
く
、
人
間
と
し
て
の

美
徳
を
も
っ
て
真
の
兄
弟
愛
を
実
践
し
、
人
間
同
士
の
関
わ
り
を
通
し
て
社
会

全
体
の
完
成
を
求
め
た
。
宗
教
の
多
様
性
は
認
め
た
が
、
無
神
論
者
・
宗
教
心

の
無
い
人
は
退
け
ら
れ
、
神
を

H

宇
宙
の
偉
大
な
建
築
師
d

と
捉
え
た
。

フ
リ
l
メ
l
ソ
ン
で
は
、
ま
ず
自
己
の
魂
の
本
姓
を
探
求
す
る
。
フ
リ
l
メ

ー
ソ
ン
の
象
徴
の
一
つ
で
あ
る
〈
螺
旋
階
段
〉
は
、
物
質
的
肉
体
の
意
識
か
ら

〈
魂
〉
〈
霊
性
〉
〈
神
性
〉

へ
の
意
識
に
至
る
七
つ
の
〈
意
識
階
段
〉
を
示
し
、

一
段
或
い
は
一
段
階
が
ロ
ッ
ジ
の
七
つ
の
〈
役
職
〉
に
対
応
し
て
い
る
。
更
に

そ
れ
は
七
自
由
学
芸
、
即
ち
文
法
、
修
辞
学
、
論
理
学
、
数
学
、
幾
何
学
、
音

楽
、
天
文
学
と
古
典
建
築
様
式
に
関
係
す
る
多
く
の
古
典
と
関
連
し
て
い
る
。

シ
ニ
ア
・
ウ
ォ

l
デ
ン

(
役
職
)
は
、
音
楽
に
関
連
し
、
〈
魂
〉

の
段
階
を
表

す
と
理
解
さ
れ
た
。
フ
リ
l
メ
l
ソ
ン
で
は
〈
魂
〉
は
物
質
世
界
と
霊
的
世
界

を
意
識
に
お
い
て
繋
ぐ
橋
梁
で
あ
り
、
音
楽
は
〈
魂
〉

の
全
て
の
要
素
の
聞
に

調
和
的
関
係
を
維
持
し
よ
う
と
す
る
、
魂
の
作
業
を
連
想
さ
せ
る
と
し
て
い
る
。

従
っ
て
音
楽
は
重
要
視
さ
れ
、
儀
式
、
集
会
等
で
必
ず
奏
さ
れ
た
。

L
-
F
・

レ
ン
ツ
は
フ
リ
l
メ
l
ソ
ン
の
歌
謡
集
の
中
で
、
「
音
楽
は
人
間
愛
の
感
情
、
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知
恵
と
辛
抱
、
美
徳
と
廉
潔
、
友
人
へ
の
忠
誠
心
な
ど
を
、
ま
た
最
終
的
に
は

自
由
を
理
解
す
る
力
を
教
え
込
む
べ
き
で
あ
る
。
」
と
フ
リ
l
メ
l
ソ
ン
の
音

楽
の
理
解
に
重
要
な
諸
原
理
を
説
明
し
て
い
る
。
ま
た
別
の
フ
リ
l
メ
l
ソ
ン

歌
謡
集
の
編
者
、

J
・
A
-
シ
ャ
イ
ベ
は
、
「
社
会
に
お
い
て
至
福
と
満
足
を

広
め
る
最
良
の
方
法
」
と
し
て
交
唱
様
式
の
歌
唱
を
推
奨
し
た
。
初
期
の
フ
リ

ー
メ

I
ソ
ン
の
音
楽
を
み
る
と
、
彼
ら
が
目
的
を
達
成
し
よ
う
と
試
み
た
手
法

が
明
ら
か
に
な
る
。
第
一
に
、
民
謡
に
根
を
も
っ
ド
イ
ツ
の
通
俗
歌
話
を
ふ
ま

え
て
単
純
な
ス
タ
イ
ル
を
採
用
し
た
。
第
二
に
、
音
楽
的
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、

一
定
の
リ
ズ
ム
型
(
付
点
音
符
の
リ
ズ
ム
)
や
メ
ロ
デ
ィ
ー
型
(
ス
ラ
l
)
を

使
用
し
た
。
第
三
に
、
特
定
の
音
程
(
三
度
と
六
度
)
と
和
声
進
行
(
偽
終
止



等
)
に
重
要
性
を
与
え
た
。
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〈
魔
笛
〉
の
中
の
フ
リ
l
メ

l
ソ
ン
的
な
象
徴
に
つ
い
て
の
音
楽
的
説
明

は
、
ジ
ヤ
ツ
ク
・
シ
ヤ
イ
エ
、
キ
ャ
サ
リ
ン
・
ト
ム
ソ
ン
、
パ
ウ
ル
・
ネ
ッ
ト

ル
ら
の
著
作
に
み
る
こ
と
が
出
来
る
。
主
だ
っ
た
フ
リ
l
メ

I
ソ
ン
的
な
象
飾

を
挙
げ
、
楽
譜
上
で
そ
れ
ら
の
箇
所
を
指
摘
し
て
み
る
。

i
.
変
ホ
長
調

(
b三
つ
)

や
イ
長
調
(
林
三
つ
)
は
重
要
な
調
性
で
、
特

に
b
系
の
変
ホ
長
調
は
、
「
人
間
的
な
」
も
の
と
関
連
づ
け
ら
れ
る
。
変

[!普例1]序曲冒頭 :3回のノックのリズム

E罰

Adagio ~ 

訓 t .. P ，Jr.'I ..."専
売貯ム..!1--'/ι~ P I • 1 ~ テL......R-I三
・ 昌 弘 之 . . ペ ド

[稽例2]第2幕9番:僧侶遠の行進

「掛留，rスラー「p_r-司・r-::‘

妙 ¥ζー}

L付点音符』
のリズム

「スラー1

l付点肩符』
のリスム

川
和

[1普例3]僧侶遠の行進:冒頭

Andante 

VI(偽終止)v へ畏嗣:1-

ロ
長
調
や
ヘ
長
調
も

b
系
の
調
性
で
、
柔
ら
か
く
人
間
的
な
響
き
と
さ
れ

る
。
変
ホ
長
調
の
関
係
短
調
で
あ
る
ハ
短
調
は
悪
や
死
を
暗
示
し
、
ニ
短

調
も
迷
信
に
結
び
つ
け
ら
れ
る
。

ハ
長
調
は
非
や

b
が
付
い
て
い
な
い
完

全
な
調
性
と
さ
れ
、
光
、
華
や
か
さ
を
暗
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
フ
リ
l

E『、、 -、

[1普例4]第1幕7番:二重唱

平行三度音程f平安=嬰程

Andantino 
Pamina 

Lieb' al_ di 札ieb' al---1ein， durch 

メ

1
ソ
ン
的
場
面
で
頻
繁
に
用
い
ら
れ

る。

〈
魔
笛
〉
の
基
調
は
変
ホ
長
調
で
、

「
序
曲
」
、
「
タ
ミ

l
ノ
の
ア
リ
ア
」
、
「
愛

の
二
重
唱
」
等
に
使
わ
れ
、

ハ
長
調
は
タ

私達!ま生きている

7
1
ノ
と
パ
ミ
l
ナ
が
「
火
と
水
の
試
練
」

を
克
服
し
た
後
の
歓
喜
の
合
唱
、

タ
ミ

l

ノ
の
吹
く
笛
の
調
性
等
に
使
わ
れ
て
い
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る

ただ愛だけによって

一
定
の
リ
ズ
ム
、
三
度
戸
を
叩
く
リ
ズ

• ・1・1
ム

[
譜
例
1
]
は
入
会
式
で
入
会
志
願
者

が
戸
を
か
3
回
ノ
ッ
ク
H

す
る
仕
草
を
暗

示
し
、
序
曲
や
フ
リ
l
メ
l
ソ
ン
を
暗
示

す
る
時
に
使
わ
れ
る
。
(
数
字
の
三
は
フ

リ
l
メ

l
ソ
ン
で
は
重
要
な
数
と
さ
れ
、

Papageno 

三
人
の
童
子
、
三
人
の
侍
女
、
夜
の
女
王

と
ザ
ラ
ス
ト
ロ
と
三
人
の
童
子
の
登
場
は

回

タ
ミ
l
ノ
の
試
練
は
三
つ
、
ザ
ラ



ス
ト
ロ
の
神
殿
は
一
一
一
体
等
に
み
ら
れ
る
。
)
ま
た

N

付
点
音
符
の
リ
ズ
ム
d

[
譜
例
2
]
は、

フ
リ
l
メ
l
ソ
ン
を
暗
示
す
る
と
共
に
勇
気
と
決
意
を

意
味
す
る
。

III 

い
く
つ
か
の
和
声
進
行
が
特
殊
な
意
味
を
担
う
箇
所
で
使
わ
れ
る
。

(
例
え
ば
「
僧
侶
た
ち
の
行
進
[
譜
例
3
]
」
や
「
火
と
水
の
試
練
」
を
克

服
し
た
後
の
輝
か
し
い
合
唱
な
ど
は

I
v
l
u進
行
)
そ
し
て
平
行
三

度
と
六
度
の
音
程
の
使
用
[
譜
例
4
〕
は
調
和
、
平
和
と
い
う
概
念
を
暗

示
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。

モーツアルトのオペラ〈廃笛〉の台本と音楽に関する一考察

-w.
掛
留
や
ス
ラ
l
[譜
例
2
]
は
友
愛
、
同
士
の
結
束
を
意
味
す
る
。

V 

ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
と
パ
セ
ッ
ト
ホ
ル
ン
を
用
い
て
の
儀
式
の
場
景
の
オ
l

ケ
ス
ト
レ
l
シ
ヨ
ン
は
、
厳
粛
な
雰
囲
気
を
作
り
出
し
て
い
る
。
ク
ラ
リ

ネ
ッ
ト
は
、
「
三
人
の
童
子
」
の
場
景
の
よ
う
に
、
特
別
な
フ
リ
l
メ
1

ソ
ン
的
意
義
を
も
っ
曲
の
中
で
使
わ
れ
る
。

以
上
、
主
だ
っ
た
内
容
を
取
り
上
げ
た
。
そ
れ
ら
が
〈
魔
笛
〉
に
お
い
て
ど

の
よ
う
に
表
れ
る
か
を
後
述
し
た
い
。

(2) 
〈
魔
笛
〉
の
登
場
人
物
と
フ
リ
l
メ
l
ソ
ン

〈
魔
笛
〉
の
フ
リ
l
メ
l
ソ
ン
的
な
寓
意
を
主
張
し
た
代
表
的
な
人
に
は
、

ア
レ
ク
サ
ン
ダ
l
・
ツ
ィ
レ
(
一
八
一
四
|
一
八
七
二
)
が
挙
げ
ら
れ
る
。
彼

の
解
釈
で
は
、
タ
ミ
l
ノ
は
フ
リ
l
メ
l
ソ
ン
結
社
に
多
大
な
同
情
を
よ
せ
た

啓
蒙
君
主
ヨ
l
ゼ
フ
二
世
を
指
し
、
パ
ミ

1
ナ
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
国
民
、
ザ
ラ

ス
ト
ロ
は
当
時
ウ
ィ
ー
ン
の
フ
リ
l
メ
l
ソ
ン
指
導
者
で
あ
っ
た
植
物
学
者
イ

(
担
)

グ
ナ
l
ツ
・
フ
ォ
ン
・
ボ
ル
ン
、
夜
の
女
王
は
結
社
に
弾
圧
を
加
え
続
け
た
マ

リ
ア
・
テ
レ
ジ
ア
、
モ
ノ
ス
タ
ト
ス
は
教
皇
庁
の
聖
職
者
、
僧
侶
一
般
を
体
現

し
て
い
る
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
今
日
も
そ
の
解
釈
が
定
説
と
な
っ
て
い
る
。

一
八
世
紀
の
宗
教
思
想
と
は
、
そ
れ
ま
で
の
キ
リ
ス
ト
教
が
容
認
し
た
啓
示
を

{
お
)

否
定
し
、
人
間
の
理
性
(
良
識
)
を
根
拠
と
し
た
。
夜
の
女
王
と
ザ
ラ
ス
ト
ロ

と
の
こ
大
対
立
は
、
腐
敗
し
た
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
(
権
力
)
と
啓
蒙
主
義
の
人

道
主
義
的
理
想
と
し
て
現
れ
た
フ
リ
l
メ
l
ソ
ン
運
動
(
理
性
)
と
の
対
立
と

し
て
、

ツ
ィ
レ
の
説
は
理
解
出
来
る
が
、
或
い
は
ア
ン
シ
ャ
ン
・
レ
ジ
ー
ム

(
旧
体
制
)
と
フ
ラ
ン
ス
草
命
の
理
想
、
更
に
は
弾
圧
・
不
正
と
自
由
・
正
義

の
対
立
と
解
釈
す
る
事
も
出
来
る
で
あ
ろ
う
。
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ま
た
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
は
音
楽
に
お
い
て
、
明
確
に
二
人
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を

対
照
さ
せ
て
い
る
。
夜
の
女
王
の
二
つ
の
ア
リ
ア
(
第
一
幕
第
四
番
、
第
二
幕

第
一
四
番
[
譜
例
5
]
)
は
、
イ
タ
リ
ア
の
オ
ペ
ラ
・
セ
リ
ア
様
式
で
書
か
れ
、

奔
放
な
コ
ロ
ラ
ト
ゥ

l
ラ
の
使
用
で
、
恐
る
べ
き
女
王
の
盲
目
的
な
激
情
を
描

き
出
し
て
い
る
。
第
一
幕
の
ア
リ
ア
で
は
痛
ま
し
い
母
親
の
苦
し
み
と
勝
利
へ

の
ヒ
ス
テ
リ
ッ
ク
な
期
待
が
に
じ
み
で
て
お
り
、
第
二
幕
の
ア
リ
ア
で
は
性
悪

な
正
体
が
露
骨
に
表
さ
れ
、
す
べ
て
の
人
に
復
讐
し
よ
う
と
す
る
女
王
の
エ
キ

セ
ン
ト
リ
ッ
ク
な
面
が
浮
き
彫
り
に
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
ほ
と
ん
ど
器
楽
的
に

書
か
れ
た
楽
曲
は
二
オ
ク
タ
l
ヴ
を
超
す
音
域
で
表
さ
れ
、
最
高
音
三
点
〈
へ
〉

ま
で
か
け
上
る
と
い
う
、
超
絶
技
巧
を
ち
り
ば
め
た
人
工
的
で
レ
ト
リ
ッ
ク
な
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音
楽
で
あ
る
。
第
一
幕
の
ア
リ
ア
の
調
性
は
b
系
の
変
ロ
長
調
の
関
係
短
調
で

あ
る
ト
短
調
、
第
二
幕
の
ア
リ
ア
は
へ
長
調
の
関
係
短
調
で
あ
る
ニ
短
調
で
書

か
れ
、
「
暗
闇
」
や
「
迷
信
」
と
関
連
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

一
方
ザ
ラ
ス
ト
ロ
の
音
楽
に
は
、
グ
魔
笛
様
式
d

と
さ
え
呼
ば
れ
る
モ

1
ツ

(
剖
)

ア
ル
ト
の
人
間
主
義
的
な
様
式
の
精
髄
を
見
出
す
こ
と
が
出
来
る
。
第
二
幕
始

め
の
「
僧
侶
た
ち
の
行
進
」
は
、
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
、
ホ
ル
ン
を
含
む
へ
長
調
で

畠

[1普例5]第2幕14番夜の女王

「 1

mer _ mehr，一一一一一ー一一

a‘・・-

Toch_ ter nillL 

もう決して娘ではない

AlIegro assai 

~重量

，、 a・a・ ・ a・a・
u 

aR 同冒 ・ ・，、JU司 ・ B
、‘ 目白

ω 
--一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

三点へ音

'_*1!:~企垂鼻

'‘・'事

1オクターヴ低い
ー ‘ 堕今音は ‘...-..，‘ 

'‘J ..::.J.・-ム占τ，. -・・副- 目、 円目

~ ~ . 
la nd， dannwarx:le 1 t er anFreundes Hand， vergnugtund 

そして友の手に導かれ

[諮例6]第2幕15番:ザラストロ

Larghe“。r3回のノック1r対のスラーIr付点音符1
f 三 のリズムa. •.•• 咽P"~司、 -園田白旬、

ー 回ーーーr'

In diesen hei l' gen Hal_一一 lenKennt 
この聖なる殿堂では、

書
か
れ
、
ド
イ
ツ
的
な
厳
粛
で
真
面
目
な
雰
囲
気
と
人
間
的
な
暖
か
さ
を
感
じ

さ
せ
る
響
き
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
後
に
続
く

ρ
3
回
の
ノ
ッ
ク
u

の
リ
ズ
ム

で
フ
リ
l
メ
l
ソ
ン
の
音
楽
的
象
徴
を
暗
示
し
、
次
の
応
唱
合
唱
形
式
の
賛
歌
、

「
イ
シ
ス
と
オ
シ
リ
ス
へ
の
祈
り
」

へ
と
続
く
。
こ
れ
は
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
が
知

何
に
フ
リ
l
メ
l
ソ
ン
の
思
想
に
近
づ
き
、
自
分
の
中
で
消
化
し
て
い
た
か
を

窺
い
知
る
事
が
出
来
る
音
楽
で
、
応
唱
風
な
性
格
(
ア
リ
ア
と
合
唱
)
は
フ
リ

ー
メ
l
ソ
ン
の
儀
式
を
指
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。

ザ
ラ
ス
ト
ロ
の
第
二
の
ア
リ
ア
は
、
夜
の
女
王
の
「
復
讐
の
ア
リ
ア
」
を
う

け
て
歌
わ
れ
る
。
「
こ
の
聖
な
る
殿
堂
で
は
復
讐
を
想
う
者
は
な
く
、
愛
を
義

務
と
心
得
る
。
(
中
略
)
こ
の
訓
え
を
喜
ば
な
い
者
は
人
間
の
名
に
値
し
な
い
。

(
第
二
幕
第
一
五
番
ア
リ
ア
)
[
譜
例
6
]
」
こ
れ
は
〈
魔
笛
〉
の
中
心
主
題
で
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あ
り
、

フ
リ
l
メ
l
ソ
ン
の
教
義
で
あ
る
友
愛
、
人
間
愛
が
表
現
さ
れ
て
い
る

事
は
歌
詞
を
見
て
も
分
か
る
が
、
楽
曲
に
は

J
J
回
の
ノ
ッ
ク
u

を
表
す
付
点

音
符
の
リ
ズ
ム
で
勇
気
、
グ
対
の
ス
ラ
l

(
V
O
E
m
g
n
「
神
聖
な
」
等
)

H

で
友

愛
等
の
フ
リ
l
メ
1
ソ
ン
的
象
徴
が
み
ら
れ
る
。
ま
た
穏
や
か
で
優
し
く
、
調

和
の
と
れ
た
伸
び
や
か
な
メ
ロ
デ
ィ
ー
は
、
夜
の
女
王
と
は
対
照
的
に
一
オ
ク

タ
l
ヴ
低
い

〈
嬰
へ
〉
音
を
含
み
、
寛
容
で
全
て
を
包
み
込
む
暖
か
な
人
間
性

が
感
じ
ら
れ
る
。
こ
の
ザ
ラ
ス
ト
ロ
の
二
つ
の
ア
リ
ア
は
〈
魔
笛
〉
に
新
し
い

(
百
}

響
き
を
も
た
ら
し
、
教
会
的
性
質
か
ら
離
れ
た
世
俗
社
会
に
あ
っ
て
の
荘
厳
で

深
淵
な
魂
を
癒
す
響
き
、
人
道
主
義
的
音
楽
と
解
釈
で
き
る
。
音
楽
様
式
か
ら

見
る
と
、
イ
タ
リ
ア
音
楽
と
ド
イ
ツ
音
楽
の
対
立
は
そ
れ
ぞ
れ
を
支
持
し
た
貴



族
階
級
と
ブ
ル
ジ
ヨ
ワ
階
級
と
の
反
映
と
捉
え
る
事
も
出
来
、

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト

は
明
ら
か
に
真
反
対
の
「
在
り
方
」
と
し
て
捉
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

次
に
〈
魔
笛
〉
と
フ
リ
l
メ
l
ソ
ン
の
「
参
入
儀
礼
」
と
の
関
係
を
オ
ペ
ラ

の
筋
を
追
い
な
が
ら
見
て
い
き
た
い
。

3 

《
魔
箇
》
と
フ
リ
l
メ
l
ソ
ン
の
参
入
儀
礼

(
1
)
「
人
聞
が
神
に
至
る
」

H

神
性

モーツアルトのオペラ〈魔笛〉の台本と音楽に関する一考察

オ
ペ
ラ
の
要
点
は
、
主
人
公
の
タ
ミ
l
ノ
が
夜
の
女
王
の
娘
パ
ミ
l
ナ
と
共

に
ザ
ラ
ス
ト
ロ
の
オ
シ
リ
ス
H

イ
シ
ス
密
儀
と
い
う
エ
ジ
プ
ト
密
儀
に
参
入
す

る
ま
で
の
過
程
に
あ
る
。
こ
れ
は
フ
リ
l
メ
l
ソ
ン
の
参
入
儀
礼
(
修
行
の
レ

ヴ
エ
ル
を
上
げ
て
ゆ
く
こ
と
、
「
試
練
」
)

の
過
程
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
注

目
さ
れ
る
の
は
、
タ
ミ

1
ノ
と
パ
ミ

1
ナ
の
密
儀
参
入
の
最
終
目
標
が
「
人
間

が
神
に
至
る
」
こ
と
に
あ
る
と
主
張
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
タ
ミ
l
ノ
と
パ

ミ
1
ナ
が
追
求
す
る
の
は
、
フ
リ
l
メ
l
ソ
ン
、
そ
し
て
啓
蒙
主
義
の
精
神
に

よ
っ
て
実
現
さ
れ
る
人
間
の
完
成
を
意
味
し
て
い
る
と
ヨ
ヲ
ん
る
。
「
人
聞
が
神

に
至
る
」
と
い
う
主
題
は
、
西
欧
文
明
が
古
代
か
ら
近
代
に
至
る
ま
で
、
飽
く

事
無
く
聞
い
続
け
て
き
た
問
題
で
あ
る
。
古
代
か
ら
中
世
に
か
け
て
キ
リ
ス
ト

教
を
中
心
と
し
て
形
成
さ
れ
た
、
超
越
的
な
神
を
中
心
と
す
る
価
値
体
系
は
、

一
八
世
紀
に
な
る
と
現
世
的
な
人
間
を
中
心
と
す
る
価
値
体
系
に
読
み
替
え
ら

れ
て
い
く
。

フ
リ
l
メ
l
ソ
ン
で
は
、
「
人
聞
が
神
に
至
る
」
と
い
う
課
題
は

人
間
の
道
徳
的
完
成
と
い
う
倫
理
的
な
主
題
に
す
り
変
わ
っ
て
い
る
。

〈
魔
笛
〉
に
お
い
て
も
「
人
聞
が
神
に
至
る
」
と
い
う
主
題
が
、

い
か
に
重

要
視
さ
れ
て
い
る
か
を
推
測
す
る
事
が
出
来
る
。

第
一
幕
一
四
場
の
二
重
唱
で
は
、
「
愛
の
目
標
は
高
く
、
は
っ
き
り
示
さ
れ

る
。
女
と
男
よ
り
気
高
い
も
の
は
な
い
。
男
と
女
、
女
と
男
、
二
人
は
神
に
ま

で
至
る
。
」
と
歌
わ
れ
る
。
ま
た
第
一
幕
一
九
場
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
や
第
二
幕
二

六
場
の
オ
ペ
ラ
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
に
お
い
て
は
「
徳
と
正
義
が
行
く
道
を
飾
る
よ

う
に
な
れ
ば
、
そ
の
時
、
こ
の
地
上
は
天
上
の
楽
園
と
化
し
、
人
間
も
神
に
似

て
く
る
。
」
と
歌
わ
れ
る
。

パ
ミ
l
ナ
と
パ
パ
ゲ
l
ノ
に
よ
る
愛
の
二
重
唱
(
第
一
幕
一
四
場
)
を
考
察

し
て
み
る
。
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パ
パ
ゲ
l
ノ
は
タ
ミ
I
ノ
の
到
着
を
知
ら
せ
る
べ
く
、
パ
ミ

l
ナ
の
許
へ
送

ら
れ
る
。
パ
ミ
l
ナ
は
喜
ぶ
が
、
パ
パ
ゲ
l
ノ
は
「
自
分
に
は
女
友
達
も
い
な

い
」
と
パ
ミ
l
ナ
に
悲
し
く
打
ち
あ
け
る
。
パ
ミ
l
ナ
は
彼
の
優
し
い
心
を
直

感
し
、
愛
に
苦
し
む
パ
パ
ゲ
1
ノ
を
温
か
く
慰
め
て
歌
う
。
こ
れ
か
ら
の
物
語

の
展
開
に
先
立
ち
、
こ
こ
で
パ
ミ
1
ナ
と
パ
パ
ゲ
1
ノ
に
二
重
唱
を
歌
わ
せ
て

い
る
の
は
意
味
深
く
暗
示
的
に
思
わ
れ
る
。
パ
ミ
l
ナ
を
性
格
づ
け
て
い
る
の

は
、
自
発
性
、
同
胞
意
識
、
誠
実
、
勇
気
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
彼
女
は
ま

ず
、
自
分
の
方
か
ら
歌
い
始
め
る
。
「
愛
を
感
じ
る
男
の
人
達
に
は
、
正
し
い

心
も
欠
け
て
は
い
な
い
。
(
パ
ミ
l
ナ
)
[
諸
例
7
]
」
い
つ
も
剃
那
的
で
、

し、

い
か
げ
ん
な
パ
パ
ゲ
l
ノ
も
毅
然
と
し
て
真
撃
に
歌
う
。
愛
の
二
重
唱
を
歌
う
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孟重量

[譜例7]第1幕7番:二重唱冒頭

Andantino 
「隣り合うスラ一一一--， r隣り合うスラ一一寸

Pamina 
，~- -， ，...，・ー- ‘r....  . 

u .... 、-ーモd 〆 .... ""'" - .... 
Be i Mannern. we I-che Li e-IlB fuhl en.feh l.tau.ch e i n gu土esHerze n i cht. 

愛を感じる男の人遂には、正しい心も欠けてはいない.

パ
パ
ゲ
l
ノ
は
騎
士
の
よ
う
な
青
年
に
変
貌
す
る
。

「
甘
い
愛
の
本
能
を
感
じ
る
の
は
、
女
に
と
っ
て
は

第
一
の
っ
と
め
。
(
パ
パ
ゲ
l
ノ
)
」
こ
の
二
重
唱
は
、

ソ
ッ
ト
・
ヴ
ォ

1
チ
ェ
の
ま
る
で
教
え
諭
す
よ
う
な

楽
句
で
、

フ
リ
l
メ
l
ソ
ン
結
社
の
愛
と
人
間
性
の

高
潔
な
理
想
を
歌
っ
て
い
る
。
楽
曲
冒
頭
に
見
ら
れ

る

グ
ス
ラ

l

(
富
町
ロ
ロ
。
『
ロ
日
「
男
の
人
」

調。
-nyoH
「
ど
の
人
」
と

F
宮
げ

OH
「
愛
」
、
又
は

g
n
v一
「
・
:
も
」
と
官
宮
田
一
「
正
し
い
」
と
国
O
R
O
H

「
心
」
の
箇
所
等

γ
は、

フ
リ
l
メ
l
ソ
ン
の
音
楽

的
象
徴
で
あ
り
、
友
愛
、
同
士
の
結
束
を
意
味
し
て

い
る
。
こ
の
曲
は
ド
イ
ツ
の
民
話
で
よ
く
用
い
ら
れ

る
「
ク
l
プ
レ
」
の
形
式
で
書
か
れ
た
単
純
な
旋
律

で
あ
る
。

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
が
最
晩
年
に
到
達
し
た

〈
簡
素
さ
〉
と
も
言
え
る
、
親
し
み
易
く
自
然
な
メ

ロ
デ
ィ

l
や
透
明
な
作
風
の
中
に
、

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト

自
身
の
究
極
の
思
い
を
込
め
て
い
る
曲
と
解
釈
で
き

る
。
二
戸
部
は
平
行
三
度
、
ま
た
は
六
度
で
音
程
調

和
的
に
進
行
す
る
。
ま
た
変
ホ
長
調
の
調
性
は
本
来
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
オ
ペ
ラ

に
お
い
て
は
、
重
要
な
か
愛
u

を
表
現
す
る
調
性
で
あ
り
、
同
時
に
フ
リ
l
メ

ー
ソ
ン
に
お
い
て
も
前
述
の
と
お
り
重
要
な
調
性
と
し
て
、
高
尚
な
教
訓
を
示

す
調
と
な
っ
て
い
る
。

(
2
)
「
夜
」
か
ら
「
朝
」
へ
の
展
開
H
物
質
世
界
か
ら
霊
的
世
界
へ

本
来
一
人
世
紀
の
啓
蒙
思
想
と
は
、
「
家
H

闇
H

無
知
」
を
ひ
ら
い
て
、

「光

n
叡
智
H
知
識
」
に
導
く
と
い
う
意
味
内
容
を
持
つ
と
い
わ
れ
る
。
啓
蒙

と

思
想
の
人
道
主
義
的
理
想
は
フ
リ
l
メ
I
ソ
ン
運
動
と
し
て
現
れ
た
。
故
に
フ

(
訂
)

リ
I
メ
l
ソ
ン
は
暗
聞
か
ら
光
へ
の
展
開
に
特
別
な
関
心
を
寄
せ
て
い
る
。
つ

ま
り
暗
い
情
念
に
被
わ
れ
た
世
界
か
ら
、
自
己
の
中
心
に
内
的
照
明
(
超
越
的

光
明
日
神
の
ご
と
き
真
理
)
を
投
射
し
、
倍
り
へ
と
導
い
て
い
く
と
解
釈
出
来

る

〈
魔
笛
〉
に
お
い
て
は
筋
の
展
開
そ
の
も
の
が
「
夜
」
か
ら
「
朝
」
へ
の

プ
ロ
セ
ス
、

つ
ま
り
「
間
」
の
支
配
か
ら
「
光
」
の
世
界
の
勝
利
に
な
っ
て
い

82 

る。
さ
て
物
語
で
は
、
タ
ミ
l
ノ
は
三
人
の
童
子
に
導
か
れ
、
ザ
ラ
ス
ト
ロ
の
一
一
一

つ
の
神
殿
に
や
っ
て
来
る

(
第
一
幕
第
一
五
場
)
。
彼
は
ま
ず
、
両
脇
に
あ
る

「
理
性
」
と
「
自
然
」
の
神
殿
の
門
を
入
ろ
う
と
す
る
と
、
中
か
ら
響
く
「
下

が
れ
」
と
い
う
重
々
し
い
声
に
さ
え
ぎ
ら
れ
、
中
央
の
「
叡
智
」
の
神
殿
の
前

に
立
っ
た
時
、
中
か
ら
「
弁
者
」
が
現
れ
、
弁
者
の
ま
わ
り
に
は
厳
粛
な
雰
囲

気
が
漂
い
、
タ
ミ
l
ノ
を
混
乱
さ
せ
る
。
弁
者
は
タ
ミ
l
ノ
に
新
し
い
世
界
を

教
え
る
か
の
様
に
、
問
答
の
言
葉
を
吟
味
し
強
い
印
象
を
与
え
る
。
弁
者
が
現

れ
る
と
、

〈
魔
笛
〉
の
舞
台
が
一
変
し
、
こ
れ
ま
で
の
テ
ン
ポ
も
止
ま
る
。
こ

こ
に
み
ら
れ
る
株
な
ド
イ
ツ
語
に
よ
る
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
伴
奏
付
レ
チ
タ
テ
ィ
ー
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愛と徳がもっているものです.

ヴ
オ

(
劇
的
表
現
様
式
)

[
譜
例
8
]
は
パ

ツ
ハ
も
用
い
た
が
、
そ
れ
以
来
ド
イ
ツ
に
は

な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。
タ
ミ
l
ノ
の
心
の

葛
藤
を
表
す
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
伴
奏
付
レ
チ
タ

テ
ィ

l
ヴ
ォ
は
、

ワ
I
グ
ナ

1
の
楽
劇
の
オ

ー
ケ
ス
ト
ラ
・
レ
チ
タ
テ
ィ

l
ヴ
ォ
を
先
取

り
し
て
い
る
と
い
え
る
。
弁
者
は
「
お
前
が

自
分
の
命
を
愛
し
て
い
る
の
な
ら
、
語
っ
て

み
な
さ
い
。
こ
こ
に
と
ど
ま
っ
て
!
」
と
タ

ミ
l
ノ
を
威
嚇
す
る
。
つ
ま
り
命
の
真
実
の

た
め
に
、
真
実
に
身
を
委
ね
な
さ
い
と
言
つ

て
い
る
。
タ
ミ

l
ノ
は
最
初
反
論
す
る
が
、

ザ
ラ
ス
ト
ロ
の
叡
智
の
神
殿
が
次
第
に
自
分

に
畏
敬
の
念
を
起
さ
せ
て
い
る
の
に
気
付

く
。
彼
は
曇
り
な
き
目
で
判
断
し
、
「
こ
こ

に
は
賢
さ
と
労
働
と
芸
術
と
が
あ
る
」
と
感

じ
る
様
に
な
り
、
完
全
に
途
方
に
暮
れ
る
。

「
お
お
永
遠
の
夜
よ
、
汝
は
い
つ
消
え
失
せ

る
の
だ
。

い
つ
私
の
目
は
光
明
を
見
出
す
の

だ
ろ
う
。
」
と
問
う
。
こ
の
間
い
こ
そ
、
こ

の
オ
ペ
ラ
と
フ
リ
l
メ
l
ソ
ン
を
繋
ぐ
も
の

で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
姿
亡
き
戸
は
、
「
や
が
て
、
若
者
よ
。
さ
も
な
け
れ

ば
決
し
て
!
」
と
応
え
る
。
こ
う
し
て
真
理
を
求
め
よ
う
と
す
る
タ
ミ
l
ノ
の

選
択
が
、
結
局
こ
の
オ
ペ
ラ
の
分
岐
点
と
な
り
、
物
語
の
中
心
命
題
は
突
然
に

「
試
練
(
参
入
儀
礼
)
」

へ
と
変
わ
っ
て
い
く
。

そ
れ
で
は
、
タ
ミ

I
ノ
が
受
け
る
試
練
と
、

フ
リ
l
メ
l
ソ
ン
の
位
階
制
度

と
の
密
接
な
関
連
を
挙
げ
て
み
る
。

(
3
)
 
フ
リ
l
メ
l
ソ
ン
の
三
位
階
と
か
死
H

の
概
念

フ
リ
l
メ
l
ソ
ン
で
は
基
本
的
に
、
「
徒
弟
」

「
職
人
」

「
親
方
」
と

い
う
三
つ
の
段
階
の
位
階
が
あ
り
、
そ
の
修
行
の
レ
ヴ
ェ
ル
を
上
げ
て
ゆ
く
こ

と
を
参
入
儀
礼
と
い
い
、
そ
れ
は
〈
魔
笛
〉
で
の
「
試
練
」
と
符
合
し
て
い
る
。

83 

〈
魔
笛
〉
で
は
、
忍
耐
・
沈
黙
・
勤
勉
・
善
行
・
友
愛
・
勇
気
等
の
徳
性
が

試
練
に
向
か
う
タ
ミ
l
ノ
に
求
め
ら
れ
る
。
こ
れ
は
当
時
の
心
あ
る
知
識
層
が

求
め
た
人
間
の
在
り
方
と
し
て
理
解
す
る
事
が
出
来
る
。

フ
リ
l
メ
l
ソ
ン
に

お
け
る
最
終
的
な
「
親
方
」
へ
の
参
入
儀
礼
の
目
的
は

ρ

死
d

の
克
服
で
あ
り
、

〈
魔
笛
〉
で
は
タ
ミ
l
ノ
が
死
を
賭
し
て
自
ら
の
試
練
に
向
か
う
と
さ
れ
る
よ

う
に
、
グ
死
u

に
直
面
す
る
場
面
が
多
く
現
れ
る
。
こ
れ
は
フ
リ
l
メ
l
ソ
ン

の
生
死
観
「
我
ら
の
生
は
全
て
、
死
へ
の
道
」
「
死
へ
の
旅
は
、
我
々
の
完
全

(
担
)

性
を
目
指
す
旅
」
か
ら
き
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

H

死
u

の
克
服
と
は
、
「
〈
自

己
〉
と
い
う
概
念
を
捨
て
去
る

(
死
ぬ
)
」
「
魂
の
不
滅
を
信
じ
て
、
死
か
ら
新

し
しミ

〈
自
己
〉

へ
変
容
す
る
」
と
さ
れ
、
そ
れ
ま
で
の
美
徳
、
智
と
は
趣
を
異
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に
し
た
、
最
も
精
神
性
が
要
求
さ
れ
る
段

階
と
捉
え
ら
れ
る
。
タ
ミ
l
ノ
は
、
〈
火

と
水
の
試
練
〉
に
お
い
て
パ
ミ
l
ナ
と
共

に
「
死
の
暗
い
夜
」
に
向
か
う
が
、
鎧
を

苦離に満ちてこの道をさすらい来るものは、

着
た
武
士
達
は
、
ル
タ
l
の
コ
ラ
l
ル
の

荘
厳
な
調
べ
に
よ
っ
て
「
苦
難
に
満
ち
て

こ
の
道
を
さ
す
ら
い
来
る
者
は
、
火
、
水
、

大
気
、
そ
し
て
大
地
に
よ
っ
て
浄
め
ら
れ

る
。
死
の
恐
怖
を
克
服
し
た
な
ら
、
こ
の

世
か
ら
天
国
へ
昇
っ
て
行
く
。
(
第
二
幕

第
二
入
場
)

[
譜
例
9
]
」
と
説
明
す
る
。

こ
の
旋
律
の
序
奏
に
は
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会

の
ミ
サ
曲
の
音
楽
を
転
用
し
、
主
部
の
旋

律
は
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
の
コ
ラ
l
ル

の
引
用
、
歌
調
は
ユ
ダ
ヤ
教
の
聖
典
で
あ

る
旧
約
聖
書
の
詩
篇
を
用
い
、
す
べ
て
の

宗
教
の
統
一
と
い
う
フ
リ
l
メ
1
ソ
ン
の

(
四
}

信
条
を
表
明
し
て
い
る
。
調
性
は
死
と
闇

ガ
で
始
ま
り
模
倣
し
合
う
。
武
士
達
は
パ
ミ

1
ナ
と
タ
ミ

I
ノ
に
加
わ
っ
て
歌

を
象
徴
す
る
ハ
短
調
で
、
各
声
部
は
フ
l

ぅ
。
「
汝
ら
は
音
楽
の
力
に
支
え
ら
れ
て
喜
ん
で
死
の
暗
い
夜
を
さ
ま
よ
う
。
」

弱
奏
の
テ
イ
ン
パ
ニ
の

ρ
3
回
の
ノ
ッ
ク
d

の
リ
ズ
ム
と
共
に
、
ホ
ル
ン
と
ト

ロ
ン
ボ
l
ン
の
和
音
に
支
え
ら
れ
た
笛
の
音
に
導
か
れ
て
、
タ
ミ
l
ノ
と
パ
ミ

ー
ナ
は
火
を
通
り
抜
け
、
そ
し
て
水
を
通
り
抜
け
で
行
く
。

グ死
d

の
克
服
は

ザ
ラ
ス
ト
ロ
の
オ
シ
リ
ス
H

イ
シ
ス
密
儀
に
お
い
て
も
最
終
的
な
試
練
と
さ
れ

て
お
り
、
そ
れ
を
通
過
す
る
こ
と
に
よ
り
タ
ミ
l
ノ
と
パ
ミ
l
ナ
は
、
参
入
儀

礼
を
完
了
し
、
明
る
く
輝
く
神
殿
へ
と
入
っ
て
行
く
。
タ
ミ

I
ノ
と
パ
ミ

1
ナ

が
最
後
の
試
練
を
通
過
し
て
オ
シ
リ
ス
H
イ
シ
ス
密
儀
の
参
入
者
と
な
る
と
同

時
に
、
太
陽
が
暗
い
夜
を
追
い
払
い
、
輝
く
朝
が
訪
れ
る
。
暗
い
夜
と
は
迷
信
、

無
知
に
覆
わ
れ
て
い
た
古
い
時
代
の
象
徴
で
あ
り
、
輝
く
朝
は
啓
蒙
の
光
に
照

(
却
)

ら
さ
れ
た
新
し
い
時
代
を
意
味
し
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

84 

4 

《
魔
笛
》
と
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
理
想

〈
魔
笛
〉
で
は
、
そ
の
他
に
も
グ
死
d

の
場
面
が
見
ら
れ
る
。
パ
ミ
l
ナ
の

自
殺
の
想
念
、
パ
パ
ゲ
l
ノ
の
絶
望
と
自
殺
の
試
み
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
を
考

察
す
る
と
き
、

フ
リ

I
メ
l
ソ
ン
の
倫
理
性
だ
け
で
は
解
釈
す
る
事
の
出
来
な

い
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
独
自
の
人
道
主
義
や
理
想
が
表
現
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ

る(
1
)
パ
ミ
l
ナ
に
み
ら
れ
る
自
殺
の
想
念

「
試
練
」
を
受
け
る
事
に
な
っ
た
タ
ミ
l
ノ
は
、
従
順
で
真
面
目
な
努
力
家

と
し
て
模
範
的
で
あ
る
。
〈
沈
黙
の
試
練
〉
に
お
い
て
、
彼
は
パ
ミ

1
ナ
を
犠
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ああ私は感じる
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戸ーベの音程1

a・
l>*' ... 

so wi rd Ruh'一一 "rm To-

態いは死の中に

E長

歪手↓量
-Mao 

一
程

~ヂ
牲
に
し
て
も
そ
れ
に
服
従
し
よ
う
と
す

de 

る
。
教
団
の
人
は
彼
女
に
「
試
練
」
の

事
を
打
ち
あ
け
ず
、
そ
れ
は
パ
ミ
l
ナ

に
と
っ
て
極
め
て
過
酷
な
試
練
と
な

る
。
パ
ミ

1
ナ
は
誘
拐
さ
れ
、
脅
か
さ

れ
、
暴
行
さ
れ
そ
う
に
な
り
、
又
母
の

復
讐
の
た
め
に
「
ザ
ラ
ス
ト
ロ
を
殺

せ
!
」
と
命
令
さ
れ
、
モ
ノ
ス
タ
ト
ス

の
寝
返
り
の
褒
美
と
さ
れ
、
そ
の
上
タ

7
1
ノ
に
ま
で
無
視
さ
れ
る
。
彼
女
は

陵
辱
と
貞
節
、
復
讐
と
赦
し
、
狂
気
と

死
の
覚
悟
の
狭
間
で
苦
し
み
抜
く
の
で

あ
る
。狂

気
じ
み
た
自
殺
の
想
念
が
歌
わ
れ

る
。
(
第
二
幕
第
一
入
場
)
[
譜
例
叩
]
「
救
い
に
思
え
た
タ
ミ
l
ノ
が
自
分
を

愛
し
て
い
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
自
分
に
は
も
は
や
生
き
る
希
望
も
無
い
」
と
発

作
的
に
短
剣
を
手
に
す
る
。
ト
短
調
の
下
行
形
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
、
半
音
階
と
コ

ロ
ラ
ト
ゥ

l
ラ
を
伴
っ
た
ア
ン
ダ
ン
テ
の
曲
想
は
相
対
的
に
は
緩
や
か
だ
が
、

突
然
に
起
こ
る
一
オ
ク
タ

1
ヴ
半
の
下
降
す
る
跳
躍
(
何
回
F
O
仲
間
同
時
。
品
。
一

「
憩
い
は
死
の
中
に
」
は
墓
の
中
に
入
っ
て
い
く
様
に
示
さ
れ
る
)
は
当
時
に

は
な
い
、
極
め
て
大
胆
な
表
現
で
あ
お
。
絶
望
、
気
も
狂
わ
ん
ば
か
り
の
嘆
き

を
表
現
し
て
い
る
こ
の
音
楽
は
、

〈
魔
笛
〉
の
斬
新
さ
を
示
し
て
い
る
と
い
え

る
だ
ろ
、
っ
。

狂
乱
状
態
の
彼
女
が
自
殺
し
よ
う
と
す
る
寸
前
で
三
人
の
童
子
が
現
れ
、

「
タ
ミ

1
ノ
は
貴
女
に
心
を
捧
げ
、
死
を
も
恐
れ
て
い
な
い
」
と
自
殺
を
止
め

さ
せ
、
タ
ミ

I
ノ
の
も
と
へ
連
れ
て
い
く
こ
と
を
約
束
す
る
。
タ
ミ

I
ノ
が
恐

怖
の
門
に
立
ち
向
か
い
、
ま
さ
に
〈
火
と
水
の
試
練
〉
に
向
か
お
う
と
す
る
時
、

パ
ミ
l
ナ
の
声
が
す
る
。
彼
女
は
「
試
練
」
に
お
い
て
、
ま
さ
に
男
性
と
同
じ

様
に
勇
敢
な
人
で
あ
る
。
鎧
の
武
士
達
は
パ
ミ
l
ナ
を
妨
げ
な
い
ば
か
り
か
、

彼
女
を
祝
福
し
、
同
行
を
許
す
。

〈
魔
笛
〉
で
は
草
命
的
と
い
わ
れ
る
程
大
胆

に
女
性
を
認
め
て
い
る
。

一
人
世
紀
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
フ
リ
l
メ
l

(
担
)

ソ
ン
で
も
ま
だ
女
性
を
認
め
て
は
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
パ
ミ
l
ナ
が

ρ

死
d

85 

の
恐
怖
を
乗
り
越
え
て
示
そ
う
と
し
た
、

タ
ミ
l
ノ
へ
の
強
い
愛
に
対
し
て
、

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
は
深
い
人
間
愛
で
応
え
る
。
し
か
し
「
僧
た
ち
の
二
重
唱
(
第

二
幕
第
三
場
)
」
に
見
ら
れ
る
「
女
の
悪
だ
く
み
か
ら
身
を
守
れ
、
死
と
絶
望

が
そ
の
報
い
と
な
る
」
と
い
う
様
な
、
女
性
へ
の
見
方
も
さ
れ
て
い
る
。

(
回
)

こ
れ
は
一
連
の
ダ
・
ポ
ン
テ
の
オ
ペ
ラ
で
提
示
し
た
女
性
問
題
、
つ
ま
り

オ
ペ
ラ
〈
コ
シ
・
フ
ァ
ン
・
ト
ウ
ツ
テ
〉
で
示
し
た
女
性
の
モ
ラ
ル
に
つ
い
て

の
解
答
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
一
七
八
一
年
に
初
演
さ
れ
た
オ
ペ
ラ
・
セ
リ
ア

{
担
}

〈
イ
ド
メ
ネ
オ
〉
の
終
り
近
く
の
犠
牲
の
場
面
、
つ
ま
り
イ
リ
ア
の
献
身
的
な

愛
に
よ
っ
て
王
子
イ
ダ
マ
ン
テ
が
犠
牲
死
か
ら
救
わ
れ
る
場
面
(
第
一
一
一
幕
第
一

O
場
)
が
思
い
出
さ
れ
る
。
そ
こ
に
は
愛
す
る
人
の
為
に
次
第
に
精
神
的
に
成
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長
し
、
最
後
に
進
ん
で
自
ら
の
命
を
呈
す
る
と
い
う
イ
リ
ア
の
内
面
の
強
さ
、

犠
牲
的
な
精
神
が
み
ら
れ
、
パ
ミ
l
ナ
の
内
面
と
重
な
り
合
う
。
こ
れ
は
フ
リ

ー
メ

l
ソ
ン
の
か
平
等
H

の
概
念
を
越
え
た
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
理
想
と
い
っ
て

も
よ
い
だ
ろ
う
。
内
面
か
ら
湧
き
上
が
る

ρ
愛
。
に
よ
っ
て
全
て
が
変
革
さ
れ

る
事
を
音
楽
は
示
し
て
い
く
。
鎧
を
着
た
武
士
達
は
パ
ミ
l
ナ
と
タ
ミ

1
ノ
を

勇
気
づ
け
る
。
対
主
題
で
は
H

掛
留
と
ス
ラ
l
u
が
聴
か
れ
、
木
管
楽
器
が
旋

律
を
支
え
る
o

p

平
等
M

と
は
、
男
性
が
男
性
を
試
し
、
女
性
は
男
性
と
同
じ

様
な
勇
気
を
奮
っ
て
危
険
に
挑
む
事
が
出
来
た
時
、
初
め
て
承
認
さ
れ
、
資
格

が
与
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

「
夜
と
死
を
恐
れ
な
い
女
は
我
ら
の
同
士
に
相
応
し
く
、
奥
義
を
授
か
る
。

(
第
二
幕
第
二
入
場
、
タ
ミ
l
ノ
と
鎧
を
着
た
武
士
)
」
彼
ら
は
、

P

付
点
音
符

の
リ
ズ
ム
u
で
、
勇
気
と
決
意
を
持
っ
て
宣
言
す
る
。

一
人
の
少
女
が
グ
自
殺
u

を
前
に
し
て
再
生
し
、
自
由
で
力
強
い
、
目
的
を
持
っ
た
女
性
へ
と
変
貌
し
て

行
く
。
「
私
が
自
ら
貴
方
を
導
き
ま
し
ょ
う
。
愛
が
私
を
導
い
て
く
れ
る
か
ら

で
す
。
(
パ
ミ

1
ナ
)
」
パ
ミ
l
ナ
は
死
を
覚
悟
で
我
が
身
を
犠
牲
に
し
、
内
面

の
真
実
に
忠
実
で
あ
ろ
う
と
自
律
を
貫
い
て
ゆ
く
。

一
瞬
男
性
集
団
の
エ
リ
l

ト
主
義
を
少
女
の
品
位
に
屈
服
さ
せ
て
い
る
。
ま
さ
に
彼
女
の
精
神
力
の
強
さ
、

清
ら
か
さ
は
、

フ
リ
l
メ
l
ソ
ン
が
求
め
る
姿
で
あ
る
。
そ
し
て
パ
ミ
l
ナ
の

支
配
に
傾
斜
し
な
い
自
由
な
人
間
性
こ
そ
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
が
求
め
た
人
間
像

で
あ
り
、
啓
蒙
主
義
時
代
の
新
し
い
個
人
の
姿
で
あ
り
、
内
面
の
強
さ
を
徴
し

て
い
る
と
い
え
よ
う
。
パ
ミ

1
ナ
の
姿
は
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
オ
ペ
ラ
〈
フ

[1普例11]第2幕29場:二重唱

AlIegro 
Papageno 

pa pa pa pa pa pa Pa 
.. 

Papageno Pa papapa 

イ
デ
リ
オ
〉
の
ヒ
ロ
イ
ン
、

レ
オ
ノ

l

ラ
の
原
型
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

(
2
)
パ
パ
ゲ
l
ノ
の
絶
望
と
幸
福

〈
沈
黙
の
試
練
〉
に
失
敗
し
、
大
地

pa pa pa pa pa pa 

※ニ人は喜びのあまり芦にならず、事Eくはパ、パ、パ…と口ごもるだけ。

を
永
久
に
さ
迷
う
は
ず
の
パ
パ
ゲ
l
ノ

は
、
神
か
ら
の
お
情
け
で
特
別
に
許
さ

れ
る
。
し
か
し
僧
は
、
神
々
に
仕
え
る

本
当
の
喜
び
は
味
わ
え
な
い
と
言
い
、

せ
っ
か
く
見
つ
け
た
パ
パ
ゲ
l
ナ
に
対

し
、
「
消
え
去
れ
、
若
い
娘
よ
。
彼
は
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ま
だ
お
前
に
ふ
さ
わ
し
く
な
い
。
(
第

二
幕
第
二
五
場
)
」
と
二
人
を
離
す
。

パ
パ
ゲ
l
ノ
は
、

恋
を
し
た
思
い
故
に

苦
し
み
、
絶
望
し
、
自
殺
し
よ
う
と
す

る
。
そ
こ
へ
三
人
の
童
子
が
現
れ
、

「
鈴
を
鳴
ら
せ
」
と
忠
告
し
、
パ
パ
ゲ

ー
ナ
が
現
れ
て
喜
び
合
う
二
人
は

ρ

結

婚
し
て
大
勢
の
子
供
を
作
ろ
う
H

と
楽

し
く
、
感
動
的
な
二
重
唱
[
譜
例
日
]

を
歌
う
。
パ
パ
ゲ
l
ノ
の
音
楽
は
、
ド



イ
ツ
の
民
謡
風
な
親
し
み
易
い
、
単
純
な
メ
ロ
デ
ィ
ー
で
、
民
衆
の
話
し
方
で

自
然
に
歌
わ
れ
る
。
ウ
ィ
ー
ン
の
ジ
ン
グ
シ
ユ
ピ

1
ル
の
伝
統
的
な
道
化
役
で

あ
る
ハ
ン
ス
ヴ
ル
ス
ト
や
カ
ス
パ

l
ル
の
延
長
線
上
に
立
つ
人
気
者
パ
パ
ゲ
l

ノ
は
、
素
朴
で
滑
稽
な
自
然
児
で
、
善
良
な
心
は
持
っ
て
い
る
が
、
勇
気
も
知

性
も
な
い

N

平
凡
な
H

人
間
性
の
象
徴
で
あ
り
、
元
来
フ
リ
l
メ
l
ソ
ン
に
は

な
り
得
な
い
人
で
も
あ
る
。
愛
は
パ
パ
ゲ
l
ノ
の
場
合
、
精
神
的
、
理
性
的
な

も
の
で
は
な
く
、
本
能
的
、
直
接
的
な
欲
求
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
自
然

児
パ
パ
ゲ
l
ノ
も
、
グ
死
H

を
前
に
し
て
再
生
し
、
愛
す
る
事
を
通
し
て
、
ま

モーツアルトのオペラ〈鹿笛〉の台本と音楽に関する一考察

た
音
楽
や
友
情
を
通
し
て
、
人
生
に
お
い
て
何
が
大
切
か
、
尊
い
か
を
感
じ
始

め
た
と
思
わ
れ
る
。
又
そ
の
点
に
こ
そ
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
が
当
時
の
知
識
層
以

外
の
一
般
層
に
投
げ
か
け
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
は
な
か
ろ
う
か
。

フ
リ
l
メ
l
ソ
ン
が
ま
ず
目
指
し
た
も
の
は
、
「
真
実
で
善
良
な
人
間
」
で

あ
り
、
そ
し
て
最
終
的
に
は
、
世
の
中
を
良
く
す
る
事
に
あ
っ
た
。
モ

l
ツ
ア

ル
ト
は
高
潔
な
目
的
を
志
す
者
と
、
こ
の
世
が
全
て
だ
と
す
る
俗
人
と
を
対
照

さ
せ
な
が
ら
、
新
し
い
市
民
階
級
の
姿
を
も
温
か
く
描
き
、
よ
り
良
い
社
会
建

設
の
為
に
は
、

一
握
り
の
エ
リ
ー
ト
層
で
は
な
い
一
般
層
の
、
そ
し
て
弱
い
存

在
と
さ
れ
る
女
性
達
の
意
識
改
革
が
何
よ
り
も
必
要
な
事
を
示
唆
し
、
人
聞
は

皆
平
等
に
、

J
具
実
の
愛
の
力
d

や
N

心
の
清
ら
か
さ
。
に
よ
っ
て
、
死
の
恐

怖
を
克
服
出
来
、
救
わ
れ
る
事
を
説
い
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

(
3
)
三
人
の
童
子

[路例12]第2幕フィナーレ冒頭:三人の童子

r付点音符のリズム-，対のスラ-，Andante 
納 1 P r ~ ~ jY I I I 1""-_ 1i A 1..-1 1 

r r・ド ¥1 ~ y ~ 1 r 1 1 Y 1 I I~r t 
Bald prangt， den Mor-gen zu ver-kunden， die Sonn'aufgo 1 d'ner Bahn， bald 

まもなく夜明けが光を裳らの上に運んでくる。 賃金色の太陽が昇る。

Erster Knabe. --fJ 
Zweiter Knabeプk

Dritter Knabe.'ー

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
オ
ペ
ラ
の
主
人
公
は
物
語
の

中
で
変
貌
す
る
。
物
語
冒
頭
で
と
て
も
英
雄
と
は

思
え
な
い
弱
々
し
い
タ
ミ

1
ノ
が
人
間
的
に
成
長

し
、
死
の
恐
怖
を
克
服
し
て
光
の
世
界
の
住
人
と

な
る
。
そ
し
て
フ
リ
l
メ
l
ソ
ン
の
理
想
が
成
就

し
て
純
粋
な
心
の
結
婚
に
至
る
。
そ
れ
は
ま
さ
に

ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
ロ
マ
ン
で
あ
り
、
モ

l
ツ
ア
ル

ト
の
オ
ペ
ラ
の
特
般
的
な
主
人
公
で
あ
る
。
物
語

の
中
で
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
は
三
つ
の
力
、

つ
ま
り

H

音
楽
、
愛
、
無
垢
な
る
も
の
H

の
力
を
強
調
し
て

い
る
。
こ
れ
ら
は
、
彼
に
と
っ
て
は
同
心
円
的
な
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存
在
で
あ
り
、

λ
生
に
お
い
て
最
も
大
切
な
も
の

で
あ
っ
た
と
想
像
で
き
る
。

{
担
}

〈
デ
ウ
ス
・
エ
ク
ス
・
マ
キ
l
ナ〉

の
方
法
で

登
場
し
た
三
人
の
童
子
は
、
旅
の
案
内
役
を
務
め
、

主
人
公
た
ち
を
絶
望
(
死
)

の
淵
か
ら
救
う
。
彼

ら
の
魂
の
汚
れ
な
さ
、
美
し
さ
は
、
ま
さ
に
天
上

的
で
あ
り
、
初
演
の
配
役
表
に
は
、

H

天
使
た
ち

d

と
あ
る
よ
う
に
、
ぷ
呈
Y

で
あ
り
、
無
垢
な
る

心
に
共
感
し
て
い
る
。
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
は
自
作
の

オ
ペ
ラ
に
お
い
て
、

H

愛
の
楽
器
。
、

P

感
情
表
出
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の
シ
ン
ボ
ル
u

と
し
て
、
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
に
重
要
な
役
割
を
持
た
せ
た
。

，、、
魔

笛
〉
で
は
、
三
人
の
童
子
に
強
い
関
連
を
持
た
せ
て
、
彼
ら
の
重
要
な
登
場
場

面
に
使
用
し
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
が
現
世
的
な
愛
を
超
越
し

た
、
清
浄
で
崇
高
、
神
性
な
愛
の
象
徴
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
そ

の
旋
律
に
フ
リ
1
メ
I
ソ
ン
の
音
楽
的
シ
ン
ボ
ル
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら

も
推
測
で
き
る
[
譜
例
ロ
]
。
第
二
幕
フ
ィ
ナ
ー
レ
の
始
め
、

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト

は
変
ホ
長
調
の
調
性
で
、

ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
、
ホ
ル
ン
を
先
導
さ
せ
、

N

付
点
音

符
の
リ
ズ
ム
ヘ

H

対
の
ス
ラ
1
4
に
よ
っ
て
フ
リ
l
メ
l
ソ
ン
を
暗
示
し
、
更

に
三
人
の
童
子
に
フ
リ
l
メ
l
ソ
ン
の
思
想
を
踏
ま
え
た
、
彼
自
身
の
言
葉
を

代
弁
さ
せ
て
い
る
。

「
ま
も
な
く
迷
信
は
姿
を
消
す
。
ま
も
な
く
賢
人
が
勝
利
す
る
。
優
し
い
静

け
さ
が
こ
こ
に
降
る
と
き
、
人
の
心
は
再
び
美
徳
に
帰
る
。
そ
の
時
地
上
は
天

固
と
な
り
、
人
間
も
ま
た
神
に
並
ぼ
う
。
(
第
二
幕
第
二
六
場
)
」

お
わ
り
に

フ
リ
l
メ
l
ソ
ン
思
想
は
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
に
と
っ
て
深
く
精
神
的
共
感
が

得
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
既
に
十
代
か
ら
彼
の
劇
作
品
の
中
に
見
ら
れ
た
主
題

と
い
え
よ
う
。
そ
れ
は
フ
リ
l
メ
l
ソ
ン
が
彼
の
人
生
に
お
い
て
、
如
何
に
決

定
的
な
役
割
を
も
た
ら
し
た
か
を
物
語
っ
て
お
り
、

〈
魔
笛
〉
に
お
い
て
は
、

こ
の
思
想
は
根
本
的
な
理
念
と
し
て
作
品
全
体
に
貫
か
れ
て
い
る
。

〈
魔
笛
〉
研
究
で
名
高
い
エ

l
ゴ
ン
・
フ
ォ
ン
・
コ
モ
ル
ツ
エ
ン
ス
キ
の
論

文
で
は
、
「
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
は
フ
リ

1
メ
1
ソ
ン
の
盟
友
で
あ
り
フ
リ
l
メ
l

ソ
ン
を
評
価
し
て
い
た
が
、
そ
れ
に
従
属
し
て
い
た
訳
で
は
な
い
。
だ
か
ら

(
却
)

〈
魔
笛
〉
に
政
治
的
意
図
や
偏
向
し
た
意
図
を
求
め
て
は
い
け
な
い
。
」
と
し

て
い
る
。
確
か
に
〈
魔
笛
〉
は
フ
リ
1
メ
l
ソ
ン
の
思
想
に
沿
っ
て
は
い
る
が
、

そ
の
中
で
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
は
、
ダ
・
ポ
ン
テ
と
の
オ
ペ
ラ
に
み
ら
れ
る
女
性
問

題
、
即
ち
女
性
の
地
位
向
上
の
問
題
や
、
知
識
層
以
外
の
市
民
階
級
の
在
り
方

に
つ
い
て
も
触
れ
、
人
間
の
平
等
に
対
す
る
信
念
を
持
っ
て
、

フ
リ
l
メ
l
ソ

ン
の
、
女
性
や
一
般
の
市
民
を
排
除
す
る
エ
リ
ー
ト
主
義
・
貴
族
主
導
の
立
場

と
は
異
な
る
見
解
を
示
し
て
い
る
。
外
面
的
な
事
を
重
視
す
る
フ
リ
l
メ
l
ソ

ン
の
考
え
方
に
対
し
、
彼
は
広
い
視
点
に
立
ち
、
個
人
の
内
面
に
重
点
を
お
き
、
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人
間
同
士
の
愛
、
内
面
的
成
長
に
よ
り
、
人
格
を
高
め
、
理
性
(
良
識
・
良
き

精
神
)

の
自
律
に
よ
っ
て
、
権
威
や
束
縛
か
ら
解
放
さ
れ
た
、
自
由
な
精
神
を

持
っ
た
近
代
的
な
人
間
と
な
る
べ
き
姿
を
描
き
、
新
し
い
時
代
へ
の
希
求
を
桓

っ
た
と
い
え
よ
う
。
そ
れ
は
彼
の
理
想
で
あ
り
、
同
時
に
明
確
な
意
図
を
持
つ

て
、
彼
の
構
想
す
る
社
会
(
国
家
)

の
在
り
方
を
開
示
し
て
い
る
の
で
は
な
か

ろ
う
か
。
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
は
決
し
て
政
治
に
無
関
心
な
音
楽
家
で
は
な
く
、
又

(
担
)

彼
は
新
し
い
フ
リ
l
メ
l
ソ
ン
の
ロ
ッ
ジ
を
創
ろ
う
と
計
画
も
し
て
い
た
。
彼

の
理
想
は
、
人
間
の
尊
厳
と
自
由
に
お
い
て
、
音
楽
を
楯
と
し
て
封
建
社
会
制

度
と
壮
絶
に
戦
い
続
け
た
、
彼
の
本
質
的
な
考
え
方
を
な
す
も
の
で
あ
り
、
又

彼
の
闘
争
の
人
生
の
結
実
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。



〈
魔
笛
〉
に
み
ら
れ
る
豊
富
な
音
楽
様
式
、

つ
ま
り
コ
ラ

l
ル、

フ
ー
ガ
、

或
い
は
ド
イ
ツ
民
謡
等
を
含
め
た
ド
イ
ツ
の
伝
統
に
根
ざ
し
た
音
楽
、
加
え
て

第
一
幕
フ
ィ
ナ
ー
レ
の
タ
ミ

I
ノ
と
弁
者
に
よ
る
ド
イ
ツ
語
の
問
答
や
、

u、
ろ

い
ろ
な
箇
所
に
響
く
良
く
似
た
旋
律
の
循
環

(
3
回
の
ノ
ッ
ク
の
和
音
等
)
、

ザ
ラ
ス
ト
ロ
の
人
道
主
義
的
な
音
楽
、
又
パ
ミ

l
ナ
の
ア
リ
ア
の
激
し
い
感
情

表
出
等
に
は
、
当
時
の
表
出
を
目
標
と
し
た
ド
イ
ツ
音
楽
の
深
刻
さ
が
感
じ
ら

れ
る
。
つ
ま
り
音
楽
に
フ
リ

l
メ
l
ソ
ン
の
理
念
の
感
性
的
顕
現
と
し
て
極
め

て
重
い
意
義
を
与
え
、
精
神
化
さ
れ
た
ド
イ
ツ
音
楽
と
し
て
作
品
を
統
一
し
、

モーツアル卜のオペラ〈魔箇〉の台本と音楽に関する一考察

そ
の
音
楽
の
有
す
調
和
的
で
統
一
的
な
力
に
よ
り
、
知
識
階
級
、
市
民
階
級
、

女
性
を
も
含
め
た
、
全
て
の
人
々
の
精
神
に
訴
え
、
啓
蒙
主
義
に
よ
る
ド
イ
ツ

の
新
し
く
明
る
い
時
代
の
夜
明
け
の
実
現
化
を
考
え
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は

初
め
て
本
格
的
な
意
味
に
お
い
て
、
作
曲
者
の
主
観
的
な
内
面
的
感
情
表
出
の

芸
術
と
し
て
、
精
神
性
の
強
い
作
品
で
あ
り
、
又
何
も
の
に
も
と
ら
わ
れ
な
い

作
曲
者
の
自
由
な
精
神
を
象
徴
し
た
作
品
と
捉
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
こ
う
し
て

〈
魔
笛
〉
は
ド
イ
ツ
近
代
音
楽
芸
術
の
道
を
聞
き
、
最
初
の
近
代
的
ド
イ
ツ
語

オ
ペ
ラ
と
し
て
、
そ
の
後
の
ド
イ
ツ
・
オ
ペ
ラ
の
起
点
と
な
り
得
た
。
こ
の
後

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
〈
フ
イ
デ
リ
オ
〉
や
ウ
ェ

l
パ
l
の
〈
魔
弾
の
射
手
〉
等

が
〈
魔
笛
〉
か
ら
多
大
な
影
響
を
受
け
、
そ
の
高
い
芸
術
性
に
よ
っ
て
近
代
ド

イ
ツ
・
オ
ペ
ラ
を
確
立
し
た
事
は
、

〈
魔
笛
〉
の
音
楽
史
上
の
意
義
を
示
す
と

言
え
よ
う
。

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
生
誕
二
百
五

O
年
を
迎
え
た
現
在
に
お
い
て
、
彼
の
音
楽
は

グ
心
を
癒
す
響
き
d

と
し
て
広
く
人
々
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て

〈
魔
笛
〉
の
中
に
あ
る
叡
智
、
真
実
を
求
め
る
人
間
精
神
の
在
り
方
は
、
グ
太

古
の
叡
智
u

を
ふ
ま
え
た
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の

ρ
生
き
た
言
葉
(
音
楽

γ
と
し

て
、
今
な
お
聴
く
者
の
魂
に
新
鮮
に
響
く
。
そ
れ
は
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
全
心
情

告
白
で
あ
り
、
我
々
に
「
生
き
方
」
を
問
う
も
の
だ
と
著
者
に
は
思
わ
れ
る
。

彼
が
作
品
に
込
め
た
奥
深
い
象
徴
性
を
よ
り
正
確
に
理
解
す
る
た
め
に
も
、
今

後
の
更
な
る
分
析
・
研
究
が
進
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

註(
1
)
ジ
ヤ
ツ
ク
・
シ
ャ
イ
エ
(
高
橋
英
郎
訳
)
「
魔
笛
秘
教
オ
ペ
ラ
』
白
水
社
巴
呂
・

3
・N
∞
1
3・N
。
・
(
』
宮
内
山
口
四
回
。
E
E
4・』い
a
E
b
H同
g
円

FaaHh向|。』
u
h
g

sa町ロロロ
S
5・
Hbg・
)
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
が
台
本
に
大
い
に
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
は
、

一
七
九
一
年
一

O
月
八
日
と
九
日
の
パ

l
デ
ン
に
い
る
コ
ン
ス
タ
ン
ツ
ェ
に
出
し

た
手
紙
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
彼
は
、
台
本
の
意
味
が
明
確
に
把
握
さ
れ
る
こ

と
を
強
く
望
ん
で
い
た
。

(
2
)
本
稿
で
の
フ
リ
l
メ
l
ソ
ン
と
は
一
七
一
七
年
六
月
二
四
日
を
も
っ
て
成
立
し
た

近
代
フ
リ
l
メ
l
ソ
ン
を
指
す
こ
と
と
す
る
。

(
3
)
海
老
沢
敏
『
超
越
の
響
き
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
作
品
世
界
」
小
学
館

E
S
-
Z
ω
ω
-
H
U
z
-
-
3
4
8
P
E
2
3
0
5
3
M円
吉
丸
町

g『

HbhH』
UHS-

(
4
)
キ
ャ
サ
リ
ン
・
ト
ム
ソ
ン
(
湯
川
新
、
田
口
孝
士
口
訳
)
『
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
と
フ
リ

ー
メ
l
ソ
ン
」
法
政
大
学
出
版
社

H
u
g・u-N品・

((関白

P
R
E四
国
5
B
g
p
門
官
民
E
s
t
S
3
E
E』
hqLNQミ
-F白
書

gnohr

当時国
E
F
H
L
E
E
P
H
2
4・

)

(
5
)
パ
ウ
ル
・
ネ
ッ
ト
ル
(
海
老
沢
敏
、
栗
原
雪
代
訳
)
『
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
と
フ
リ
ー

メ
イ
ス
ン
結
社
」
音
楽
之
友
社
包
∞
F
E
-
-叶
c
i
u
u・5
H・

(
(
p
g
-
z
o
E
u
』
h
g
s
g丸
、
足
立
HaHq同可ミ・ミ
CNaミ
ロ
ロ
丸
丸
町
向
宮
廷
hNhnr

同町民沼崎町・

Hω
印。・)
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(
6
)
ト
ム
ソ
ン
、
前
掲
書
、
旬
開
}
・
一
N
H
l匂匂・
ωN-H6・お
1
包・

(
7
)
吉
村
正
和
『
フ
リ
l
メ
l
ソ
ン
西
欧
神
秘
主
義
の
変
容
』
講
談
社
現
代
新
書

邑∞
U・
S
・5
1
H
6・NN-

(
8
)
海
老
沢
、
前
掲
書
、

E
・8
叶
i
u
u・8
∞・

(
9
)
同
掲
書
、

8
・
msis-B白・

(
叩
)
本
稿
で
の
リ
プ
レ
ッ
ト
対
訳
(
以
下
、
同
じ
)
は
、
ア
ツ
テ
イ
ラ
・
チ
ャ
ン
パ
イ
、

デ
ィ

l
ト
マ
ル
・
ホ
ラ
ン
ト
編
(
畔
上
司
訳
)
「
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
魔
笛
」
(
名
作
オ

ペ
ラ
ブ
ッ
ク
ス

5
)
音
楽
之
友
社
包
巧
-uu・印
m
丁
目
当
・

5
印
・
(
問
。
z
g
m
o
m
o
V
8

4
0
ロ

KFE己
目
。
回
目
回
目
】
同
時
ロ
ロ
向
日

u
z
t回
目
円
出
口
口
白
ロ
円
y

h

h
。
N-b勾同
4
b
t

N
C
R
F
句、。同町・

5
∞
ω・
)
を
引
用
し
て
い
る
。

(日
)
S
-
K
・
ヘ
ニ
ン
ガ

I
-
P
(山
田
耕
士
、
吉
村
正
和
、
正
岡
和
恵
、
西
垣
学
訳
)

『
天
球
の
音
楽
」
平
凡
社

5
8・
H乙
ロ
・

(m-何
回
g
z
m
m
p
と
よ
同
J
g
n
F
S
ミ

ぬ
定
問
問
同
同
白
『
5
0おいて・』
uHHFロ
h
D可
向
。
=
。
8
5
0
N
o
h
H
ロ
ロ
仏
国
間
ロ
ロ
な
白
ロ
ロ
円
町
、
口
問
之
内
師
、

回
目
ロ
弓
回
・
出
口
口
丘
ロ
m
Zロ

E
v
g
q
白
回
向
山
〉
ユ
。
田
口
2
u
J
m白
ロ
富
田
ユ
ロ
0

・

。
匙
P
E
g
-
5
4串・)

(
ロ
)
海
老
沢
、
前
掲
書
、

8
・M
N
I
B
-
N
N

(
日
)
海
老
沢
敏
『
音
楽
の
思
想

l
西
洋
音
楽
思
想
の
流
れ
』
音
楽
之
友
社

s
g・匂・
2
・

宇
宙
(
世
界
)
の
音
楽
は
天
体
の
運
動
を
通
じ
て
捲
き
起
こ
さ
れ
た
ハ
ル
モ
ニ
ア

を
意
味
す
る
。

(M)
同
掲
書
、

u-E・
人
間
の
音
楽
は
人
間
に
お
け
る
諸
要
素
の
最
良
の
混
合
に
よ
っ
て

成
り
立
つ
人
体
及
び
精
神
の
正
し
い
組
み
合
わ
せ
を
意
味
す
る
。

(
日
)
シ
ヤ
イ
ェ
、
前
掲
書
、
目
当
-
E
ω
1
8・Z
∞・

(
凶
)
リ
ュ
ッ
ク
・
フ
ォ
ン
テ
ィ

l
ヌ
(
村
上
伸
子
訳
)
『
フ
リ
l
メ
イ
ソ
ン
」
創
元
社

E
E・匂・
8
・

(En司
B
E
E
F
ト
ロ
守

g
?ミ
2
2
2江
悶
ロ
ロ
問
、
ミ
ミ
と
な

な
S
N
h向・

5
む
串
・
)
当
時
の
イ
ギ
リ
ス
社
会
に
は
自
然
宗
教
を
尊
重
し
、
あ
ら
ゆ
る

宗
教
の
存
在
を
認
め
る
理
神
論
の
精
神
が
あ
っ
た
。

(
口
)
同
掲
書
、
H

己
記
-

(時

)
W・
ヵ
l
ク
・
マ
ク
ナ
ル
テ
イ
(
士
口
村
正
和
訳
)
「
第
2
位
階
」
『
フ
リ
I
メ
イ
ソ

ン
」
イ
メ
ー
ジ
の
博
物
誌
勾
巻
.
平
凡
社
呂
志
・
匂
自
・
(
巧
・
百
円
W

呂
田
n
Z己
伸
明

、
2
2司
自
由
ミ
Y
K
H
P、。位、
5
H
H
F
3
R
-
m
F
担
問
ロ
ロ
向
。
お
門
出
切
H
S
Fミ・

-
V由
自
由
国
田
口
仏

国
ロ
島
田
口
ロ

vs・-ドロロ仏
DP]50]「
)

(
m
w
)

ト
ム
ソ
ン
、
前
掲
書
、

u・
s・

(
却
)
同
掲
書
、

8
・Nω
品
luH】-N8・
茅
田
俊
一

講
談
社
現
代
新
書

S
U
N
B
-怠
1
3・g-

(
幻
)
ア
ッ
テ
ィ
ラ
・
チ
ャ
ン
パ
イ
、
デ
ィ

l
ト
マ
ル
・
ホ
ラ
ン
ト
、
前
掲
書
、
同
省
-
N

詰

i
E
-
N
g・冨
C号
N
K
N
H
S
P円
N巴。

(
辺
)
シ
ャ
イ
エ
、
前
掲
害
、

H6・ロ
1
8・M也
-H官
官

gロ
切

OB-
オ
ペ
ラ
の
プ
ラ
ン
と

祖
筋
が
イ
グ
ナ
l
ツ
・
フ
ォ
ン
・
ポ
ル
ン
の
枕
元
で
議
論
さ
れ
て
決
め
ら
れ
た
。

又
作
者
た
ち
は
ザ
ラ
ス
ト
ロ
と
い
う
人
物
を
描
く
に
あ
た
り
彼
の
こ
と
を
念
頭
に

お
い
て
い
た
、
と
し
ば
し
ば
推
定
さ
れ
て
い
る
。

(
お
)
野
田
重
雄
「
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
と
フ
リ
l
メ
l
ソ
ン

(
1
)
」
人
間
総
合
科
学
大
学

『
人
間
総
合
科
学
』
第
5
号

(Mgω)-u・
s・

(
出
)
ト
ム
ソ
ン
、
前
掲
書
、
切
-Nωω
・

(
お
)
ア
ル
プ
レ
ー
ト
・
ア
イ
ン
シ
ユ
タ
イ
ン
(
浅
井
真
男
訳
)
『
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
|
そ

の
人
間
と
作
品
|
」
白
水
社
呂
志

-
E
8・
(
E
P
E
目
E
Z
E・
ミ
DNQユ
-

FOロ円四
Oロ
wHOAH∞・)

(
お
)
変
ホ
長
調
で
書
か
れ
た
代
表
的
な
オ
ペ
ラ
の
ア
リ
ア
は
、
〈
イ
ド
メ
ネ
オ
〉
第
3

幕
第
口
番
イ
リ
ア
の
ア
リ
ア
、
〈
フ
イ
ガ
ロ
〉
第
2
幕
U
番
伯
爵
夫
人
の
カ
ヴ
ア

テ
ィ

l
ナ
、
〈
ド
ン
・
ジ
ヨ
ヴ
ア
ン
ニ
〉
第
2
幕
第
幻
番
b
ド
ン
ナ
・
エ
ル
ヴ
イ

l
ラ
の
ア
リ
ア
等
。

(
幻
)
吉
村
正
和
「
魔
笛
と
フ
リ
l
メ
イ
ソ
ン
」
司
p

h

h
白
色
町
出
ミ
と
(
牧
野
良
幸
)

飛
鳥
新
書

5
2・E
・g
-
H】U
・S-

(
お
)
磯
山
雅
『
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
あ
る
い
は
翼
を
得
た
時
間
』
東
京
書
籍

5
g
-
B・5
∞

lH】

U
・5
0・

(
却
)
ト
ム
ソ
ン
、
前
掲
書
、

E
N
8
1
E
-
N企・

(
初
)
吉
村
、
前
掲
書
、

u-g・

(
出
)
ヨ
ア
ヒ
ム
・
カ
イ
ザ
l
(小
野
害
時
美
子
、
片
岡
律
子
、
瀬
戸
井
厚
子
訳
)
『
モ

l

ツ
ア
ル
ト
オ
ペ
ラ
人
物
辞
典
』
柏
書
房

5
2・匂
U
・自由
1

U
匂
-Nω
叶・(』

D
S
E自

問
民
団
由
♂
』
町
民
『
HH〈
a
s
z
a句。可
E
H可。
.HC∞品・)

(
担
)
塩
山
千
初
『
魔
笛
文
明
史
の
劇
場
』
春
秋
社

H
U
S
E
-
N
g
i
E
N
S
-

(
お
)
グ
ラ
ウ
ト
、
前
掲
書
、

E
・2
0
1目当・
2
r
F
C
H
E
N
C
E
Eロ
5
2
2
?
l
H∞
ω∞)

の
台
本
に
よ
る

3
つ
の
イ
タ
リ
ア
・
オ
ペ
ラ
〈
フ
イ
ガ
ロ
の
結
婚

FO
ロ
g
g
e

『
フ
リ
l
メ
イ
ス
ン
と
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
」
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出
向
白
円
。
(
伊
)
〉
(
口
忠
年
)
、
〈
ド
ン
・
ジ
ヨ
ヴ
ア
ン
ニ
ロ
ロ
ロ

2
0
5ロ
旦

(
伊
)
〉
(
ロ
匂
年
)
、
〈
コ
シ
・
フ
ァ
ン
・
ト
ウ
ツ
テ
。
。
回
二
回
ロ
吉
宗
伯
(
伊
)
〉

(
H

苫
O
年
)
を
い
う
。
〈
コ
シ
・
フ
ァ
ン
・
ト
ウ
ツ
テ
〉
は
、
女
性
の
モ
ラ
ル
の
も

ろ
さ
を
表
し
た
オ
ペ
ラ
。

(
担
)
属
啓
成
『
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
〈
E
〉
声
楽
編
』
音
楽
之
友
社

z
a
-
E
Y
N
ω
H
i

U
U
-
N
品0
・
〈
ク
レ
タ
王
イ
ド
メ
ネ
オ

Z
O
B
8
0
0
(伊
)
〉
可
営
年
初
演
。

(
お
)
野
田
、
前
掲
論
文
、
目
当
-
E
i
s・g・

(
お
)
海
老
沢
、
『
超
越
の
響
き
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
作
品
世
界
」
前
掲
書
、

U
・品芯・

(
幻
)
浅
香
淳
発
行
『
作
曲
家
別
名
曲
解
説
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
⑬
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
E
」
音

楽
之
友
社

HUE-H】・
8
・
〈
愛
の
中
で
溶
け
た
感
情
〉
(
シ
ュ

1
バ
ル
ト
、
民

g
年
)

と
表
現
さ
れ
た
こ
の
楽
器
は
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
に
よ
っ
て
こ
そ
そ
の
魅
力
と
真
価

を
表
す
こ
と
と
な
る
。
オ
ペ
ラ
で
は
頻
繁
に
使
わ
れ
た
。

(
お
)
エ

l
ゴ
ン
・
フ
ォ
ン
・
コ
モ
ル
ツ
エ
ン
ス
キ
「
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
使
命
と
運
命
」

改
訂
第
2
版
(
巴
印
印
)
(
図

mg〈
ロ
ロ
関
口

B
O
R百
回
戸
』
h
c
N
Q
ミ・め

ghN包括

5丸

め
n
F
t
F
白
色
・
当
日

8
・
5
印
印
・
)
ア
ツ
テ
イ
ラ
・
チ
ャ
ン
パ
イ
、
デ
ィ

l
ト
マ
ル
・
ホ

ラ
ン
ト
、
前
掲
書
、

8
・目。・
1
3
E由・

(
却
)
茅
回
、
前
掲
書
、

E
-
N
S
I
B
-
N
2・

(
初
)
ザ
ル
ツ
プ
ル
ク
の
コ
ロ
レ
イ
ド
大
司
教
と
の
隷
属
的
雇
用
関
係
、
及
び
父
レ
オ
ボ

ル
ト
と
の
父
子
相
克
等
。

(
4
)
ド
ナ
ル
ド
・
ジ
ェ
イ
・
グ
ラ
ウ
ト
(
服
部
幸
三
、
戸
田
幸
策
訳
)
『
グ
ラ
ウ
ト
西

洋
音
楽
史
日
下
』
音
楽
之
友
社

5
S・
g
-
S
N
1
E
-
B∞
・
(
ロ
。
ロ
同
日
仏
』
塁
。
5
5・

〉
尚
一
民
的

Hoq
色
、
司
間
的
な
ヨ
ミ
ERn・
2
2司

J
問
。
同

F
H
A
ロユ
c
P
E
S
-
)

91 

(
し
ん
え
ふ
み
え

声
楽
家
・
オ
ペ
ラ
研
究
家
)




